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平和の象徴「ハト」を表現しています
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（
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

補
正
す
る
額 

３
億
４
６
３
７
万
円

・
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業 

２
９
０
０
万
円

・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
給
付
事
業

 

２
０
３
１
万
円

・
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
導
入
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修

費
等
（
特
別
会
計
繰
出
金
含
む
）

 

１
５
９
７
万
円

・
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
導
入
経
費
に
つ
い
て
、
国
民

に
は
さ
し
た
る
メ
リ
ッ
ト
が
な
く
、
個
人
情
報
を
保
護

す
る
た
め
の
実
効
性
の
あ
る
対
策
が
な
い
。
同
様
の
制

度
を
導
入
し
て
い
る
他
国
で
は
、
情
報
漏
え
い
や
な
り

す
ま
し
犯
罪
が
多
発
し
て
お
り
、
本
来
の
目
的
以
外
に

利
用
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
る
。

・
庁
舎
整
備
に
係
る
住
民
投
票
執
行
経
費

 

３
４
７
９
万
円

・
投
票
率
が
50
％
未
満
で
あ
れ
ば
開
票
も
せ
ず
、
市
民
が

四
十
九
町
へ
の
移
転
を
受
け
入
れ
た
も
の
と
判
断
す
る

の
は
、
民
意
を
無
視
し
た
も
の
で
あ
り
、
市
民
の
意
思

が
反
映
さ
れ
な
い
ま
ま
の
執
行
に
つ
な
が
り
、
意
味
の

な
い
支
出
で
あ
る
。

・
投
票
結
果
に
決
定
権
が
な
く
、
単
な
る
参
考
と
す
る
に

は
あ
ま
り
に
高
額
で
無
駄
な
支
出
で
あ
る
。

・
公
正
公
平
が
担
保
に
さ
れ
る
か
疑
問
で
あ
る
。
住
民
投

票
制
度
そ
の
も
の
に
は
賛
成
の
立
場
だ
が
、
今
回
は
予

算
の
使
わ
れ
方
と
し
て
有
効
か
ど
う
か
懸
念
が
あ
る
。

　
　
委
員
会
で
は
賛
成
多
数
で
可
決

残
土
に
よ
る
汚
染
か
ら
生
活
環
境
を
保
全
し
、
保
護
す

る
た
め
、
伊
賀
市
独
自
の
残
土
条
例
を
早
急
に
制
定
す
る

こ
と
が
、
緊
急
を
要
す
る
課
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

よ
っ
て
、「
伊
賀
市
土
砂
等
の
埋
立
て
等
に
よ
る
環
境
汚

染
防
止
条
例
（
残
土
条
例
）」
の
速
や
か
な
制
定
を
求
め
ま

す
。　

他
の
自
治
体
で
の
条
例
制
定
状
況
は

　
県
及
び
政
令
市
で
33
自
治
体
、
市
町
村
で
２
１
１
自

治
体
、
県
が
未
制
定
で
市
町
村
単
独
制
定
が
34
自
治
体

あ
る
。
近
隣
で
は
、
京
田
辺
市
、
城
陽
市
、
野
洲
市
等

が
条
例
を
制
定
し
て
い
る
。

・
条
例
制
定
に
あ
た
っ
て
は
、
適
切
な
残
土
処
理
を
し
て

い
る
業
者
へ
の
影
響
が
な
い
よ
う
に
要
望
す
る
。

・
条
例
制
定
が
安
心
安
全
の
担
保
に
な
る
。

・
個
人
の
経
済
活
動
よ
り
も
住
民
が
住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ

で
住
み
続
け
て
い
く
権
利
の
ほ
う
が
格
段
に
重
い
。

　
　
委
員
会
で
は
全
員
賛
成
で
採
択

医
師
は
、
免
許
取
得
後
２
年
間
、
病
院
等
で
臨
床
研
修

を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
民
病
院

に
お
い
て
も
研
修
指
導
員
の
養
成
を
行
う
と
と
も
に
、
三

重
大
学
の
協
力
を
得
て
研
修
医
を
受
け
入
れ
る
準
備
が

整
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
度
か
ら
研
修
医
を
採
用
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
民
病
院
で
は
、
医
師
確
保
を

最
重
要
課
題
と
し
て
い
ま
す
が
、
研
修
医
を
正
職
員
と
し

て
採
用
す
る
こ
と
で
、
研
修
後
の
医
師
の
定
着
を
図
り
、

医
師
確
保
に
つ
な
げ
る
た
め
、
研
修
医
の
給
与
を
定
め
ま

す
。　

研
修
医
は
医
療
行
為
を
行
え
る
の
か
。

　
大
学
卒
業
時
に
国
家
試
験
に
よ
り
医
師
免
許
を
取
得

し
て
い
る
の
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
研
修
医
の
受
け
入
れ
は
、
市
民
病
院
及
び
地
域
医
療

の
再
生
に
つ
な
が
る
の
か
。

　
研
修
医
が
市
民
病
院
で
経
験
を
積
み
な
が
ら
定
着
し

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
人
件
費
は
増
加
す
る

が
、
研
修
医
が
指
導
医
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
診
療
を

行
う
こ
と
で
、
研
修
医
だ
け
で
な
く
病
院
全
体
の
活
性

化
に
つ
な
げ
た
い
。

　
　
委
員
会
で
は
全
員
賛
成
で
可
決

昨
年
８
月
に
発
生
し
た
福
知
山
花
火
大
会
で
の
火
災
事

故
を
踏
ま
え
、
屋
外
に
お
け
る
催
し
の
防
火
管
理
体
制
の

構
築
を
図
る
た
め
に
、
条
例
の
改
正
を
し
ま
す
。

内
容
は
、
祭
礼
、
花
火
大
会
な
ど
の
う
ち
大
規
模
な
も

の
で
、
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
人
命
又
は
財
産
に
特
に

重
大
な
被
害
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も

の
を
「
指
定
催
し
」
と
し
、
火
災
予
防
上
の
計
画
を
提
出

さ
せ
る
な
ど
、
主
催
者
の
防
火
管
理
な
ど
を
規
定
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
の
市
民
夏
の
に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ
は
適
用
の
対

象
と
な
る
の
か
。

　
今
年
の
フ
ェ
ス
タ
は
８
月
23
日
、
24
日
に
予
定
し
て

い
る
の
で
、
改
正
後
の
条
例
が
適
用
さ
れ
る
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会
で
採
択
す
べ
き
と
し
、

本
会
議
で
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

◎
趣
旨

　
手
話
が
音
声
言
語
と
対
等
な
言
語
で
あ
る
こ
と
を
国

民
に
広
め
、
手
話
を
言
語
と
し
て
普
及
、
研
究
で
き
る

環
境
整
備
を
目
的
と
し
た
「
手
話
言
語
法
（
仮
称
）」
の

制
定
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
ま
す
。

◎
請
願
者
　
　
伊
賀
市
聴
覚
障
害
者
協
会

　
　
　
　
　
　
会
長
　
橋
本
た
き
子

◎
紹
介
議
員
　
嶋
岡
壯
吉
　
福
田
香
織
　
生
中
正
嗣

　
　
　
　
　
　
近
森
正
利
　
中
井
洸
一
　
中
谷
一
彦

　
　
　
　
　
　
北
出
忠
良
　
空
森
栄
幸
　
岩
田
佐
俊

　
　
　
　
　
　
森
岡
昭
二

◎
採
択
に
　
　
全
員
賛
成
（
１
人
欠
席
）

本
会
議
で
請
願
採
択
後
、
意
見
書
を
提
出
し
、

本
会
議
で
全
員
賛
成
に
よ
り
意
見
書
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

◎
提
出
先
　
　
衆
議
院
議
長
　
参
議
院
議
長
　
内
閣
総
理

大
臣
　
内
閣
官
房
長
官
　
総
務
大
臣
　
　

文
部
科
学
大
臣
　
厚
生
労
働
大
臣

総
務
常
任
委
員
会
で
採
択
す
べ
き
と
し
、
本

会
議
で
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

◎
趣
旨
　
　
　
２
ペ
ー
ジ
参
照

◎
請
願
者
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
　
　
　
　
　
　
廃
棄
物
問
題
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
三
重

　
　
　
　
　
　
代
表
理
事
　
吉
田
ミ
サ
ヲ

◎
紹
介
議
員
　
赤
堀
久
実
　
嶋
岡
壯
吉
　
上
田
宗
久

　
　
　
　
　
　
中
谷
一
彦
　
百
上
真
奈
　
森
岡
昭
二

◎
採
択
に
　
　
賛
成
21
人
　
反
対
１
人

・
残
土
に
つ
い
て
は
、
産
業
廃
棄
物
と
明
確
に
区
分
す
べ

き
だ
が
、
条
例
を
制
定
す
る
に
は
関
係
者
双
方
か
ら
話

を
聞
い
て
判
断
す
べ
き
と
考
え
る
。
一
事
案
で
条
例
を

制
定
す
る
と
い
う
の
は
現
時
点
で
は
賛
成
し
づ
ら
い
。

（
北
出
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
不
採
択
と
す
べ
き

と
し
、
本
会
議
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

◎
趣
旨

　「
道
州
制
導
入
」
あ
り
き
で
は
な
く
、
国
民
の
た
め
の

議
論
を
進
め
る
と
と
も
に
、
防
災
対
策
な
ど
に
必
要
な

国
の
出
先
機
関
や
独
立
行
政
法
人
の
体
制
・
機
能
の
充

実
を
求
め
る
。

◎
請
願
者
　
　
国
土
交
通
労
働
組
合
東
海
建
設
支
部

　
　
　
　
　
　
三
重
県
協
議
会
　
議
長
　
吉
村
浩
司

◎
紹
介
議
員
　
稲
森
稔
尚
　
百
上
真
奈

本
会
議
で
の
討
論

反
対

予
算
常
任
委
員
会

QA

QA

QAQA

賛
成
討
論

主
な
も
の

6
／
17
開
催

議
案
５
件

総
務
常
任
委
員
会

6
／
18
開
催

議
案
2
件

請
願
2
件

産
業
建
設
常
任
委
員
会

6
／
18
開
催

議
案
1
件

請
願
3
件

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

伊
賀
市
残
土
条
例
制
定
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

教
育
民
生
常
任
委
員
会

6
／
19
開
催

議
案
1
件

請
願
1
件

上
野
総
合
市
民
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例

の
改
正

火
災
予
防
条
例
の
改
正

反
対
討
論

反
対
討
論

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
条
例

の
制
定
・
改
正
や
議
員
発
議
４
件
を
含
む
合
計
18
件
の

議
案
と
請
願
６
件
を
審
議
し
、議
案
17
件
を
可
決
（
承
認
・

同
意
を
含
む
）、
１
件
を
否
決
、
請
願
３
件
を
採
択
、
３

件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
11
日
・
12
日
・
13
日
・
16
日
に
は
15
人
の
議

員
が
市
の
諸
問
題
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

各
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
議
案
9
件
、

請
願
6
件
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

住
民
の
安
全
・
安
心
を
支
え
る
国
土
交
通
行

政
の
体
制
・
機
能
の
充
実
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

請

願

不採択

手
話
言
語
法
（
仮
称
）
制
定
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

採 択

伊
賀
市
残
土
条
例
制
定
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

採 択

本
会
議
審
議

委
員
会
審
査

6
月
定
例
会

　6
月
5
日
〜
25
日
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（
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

補
正
す
る
額 

３
億
４
６
３
７
万
円

・
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業 

２
９
０
０
万
円

・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
給
付
事
業

 

２
０
３
１
万
円

・
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
導
入
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修

費
等
（
特
別
会
計
繰
出
金
含
む
）

 

１
５
９
７
万
円

・
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
導
入
経
費
に
つ
い
て
、
国
民

に
は
さ
し
た
る
メ
リ
ッ
ト
が
な
く
、
個
人
情
報
を
保
護

す
る
た
め
の
実
効
性
の
あ
る
対
策
が
な
い
。
同
様
の
制

度
を
導
入
し
て
い
る
他
国
で
は
、
情
報
漏
え
い
や
な
り

す
ま
し
犯
罪
が
多
発
し
て
お
り
、
本
来
の
目
的
以
外
に

利
用
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
る
。

・
庁
舎
整
備
に
係
る
住
民
投
票
執
行
経
費

 

３
４
７
９
万
円

・
投
票
率
が
50
％
未
満
で
あ
れ
ば
開
票
も
せ
ず
、
市
民
が

四
十
九
町
へ
の
移
転
を
受
け
入
れ
た
も
の
と
判
断
す
る

の
は
、
民
意
を
無
視
し
た
も
の
で
あ
り
、
市
民
の
意
思

が
反
映
さ
れ
な
い
ま
ま
の
執
行
に
つ
な
が
り
、
意
味
の

な
い
支
出
で
あ
る
。

・
投
票
結
果
に
決
定
権
が
な
く
、
単
な
る
参
考
と
す
る
に

は
あ
ま
り
に
高
額
で
無
駄
な
支
出
で
あ
る
。

・
公
正
公
平
が
担
保
に
さ
れ
る
か
疑
問
で
あ
る
。
住
民
投

票
制
度
そ
の
も
の
に
は
賛
成
の
立
場
だ
が
、
今
回
は
予

算
の
使
わ
れ
方
と
し
て
有
効
か
ど
う
か
懸
念
が
あ
る
。

　
　
委
員
会
で
は
賛
成
多
数
で
可
決

残
土
に
よ
る
汚
染
か
ら
生
活
環
境
を
保
全
し
、
保
護
す

る
た
め
、
伊
賀
市
独
自
の
残
土
条
例
を
早
急
に
制
定
す
る

こ
と
が
、
緊
急
を
要
す
る
課
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

よ
っ
て
、「
伊
賀
市
土
砂
等
の
埋
立
て
等
に
よ
る
環
境
汚

染
防
止
条
例
（
残
土
条
例
）」
の
速
や
か
な
制
定
を
求
め
ま

す
。　

他
の
自
治
体
で
の
条
例
制
定
状
況
は

　
県
及
び
政
令
市
で
33
自
治
体
、
市
町
村
で
２
１
１
自

治
体
、
県
が
未
制
定
で
市
町
村
単
独
制
定
が
34
自
治
体

あ
る
。
近
隣
で
は
、
京
田
辺
市
、
城
陽
市
、
野
洲
市
等

が
条
例
を
制
定
し
て
い
る
。

・
条
例
制
定
に
あ
た
っ
て
は
、
適
切
な
残
土
処
理
を
し
て

い
る
業
者
へ
の
影
響
が
な
い
よ
う
に
要
望
す
る
。

・
条
例
制
定
が
安
心
安
全
の
担
保
に
な
る
。

・
個
人
の
経
済
活
動
よ
り
も
住
民
が
住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ

で
住
み
続
け
て
い
く
権
利
の
ほ
う
が
格
段
に
重
い
。

　
　
委
員
会
で
は
全
員
賛
成
で
採
択

医
師
は
、
免
許
取
得
後
２
年
間
、
病
院
等
で
臨
床
研
修

を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
民
病
院

に
お
い
て
も
研
修
指
導
員
の
養
成
を
行
う
と
と
も
に
、
三

重
大
学
の
協
力
を
得
て
研
修
医
を
受
け
入
れ
る
準
備
が

整
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
度
か
ら
研
修
医
を
採
用
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
民
病
院
で
は
、
医
師
確
保
を

最
重
要
課
題
と
し
て
い
ま
す
が
、
研
修
医
を
正
職
員
と
し

て
採
用
す
る
こ
と
で
、
研
修
後
の
医
師
の
定
着
を
図
り
、

医
師
確
保
に
つ
な
げ
る
た
め
、
研
修
医
の
給
与
を
定
め
ま

す
。　

研
修
医
は
医
療
行
為
を
行
え
る
の
か
。

　
大
学
卒
業
時
に
国
家
試
験
に
よ
り
医
師
免
許
を
取
得

し
て
い
る
の
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
研
修
医
の
受
け
入
れ
は
、
市
民
病
院
及
び
地
域
医
療

の
再
生
に
つ
な
が
る
の
か
。

　
研
修
医
が
市
民
病
院
で
経
験
を
積
み
な
が
ら
定
着
し

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
人
件
費
は
増
加
す
る

が
、
研
修
医
が
指
導
医
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
診
療
を

行
う
こ
と
で
、
研
修
医
だ
け
で
な
く
病
院
全
体
の
活
性

化
に
つ
な
げ
た
い
。

　
　
委
員
会
で
は
全
員
賛
成
で
可
決

昨
年
８
月
に
発
生
し
た
福
知
山
花
火
大
会
で
の
火
災
事

故
を
踏
ま
え
、
屋
外
に
お
け
る
催
し
の
防
火
管
理
体
制
の

構
築
を
図
る
た
め
に
、
条
例
の
改
正
を
し
ま
す
。

内
容
は
、
祭
礼
、
花
火
大
会
な
ど
の
う
ち
大
規
模
な
も

の
で
、
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
人
命
又
は
財
産
に
特
に

重
大
な
被
害
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も

の
を
「
指
定
催
し
」
と
し
、
火
災
予
防
上
の
計
画
を
提
出

さ
せ
る
な
ど
、
主
催
者
の
防
火
管
理
な
ど
を
規
定
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
の
市
民
夏
の
に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ
は
適
用
の
対

象
と
な
る
の
か
。

　
今
年
の
フ
ェ
ス
タ
は
８
月
23
日
、
24
日
に
予
定
し
て

い
る
の
で
、
改
正
後
の
条
例
が
適
用
さ
れ
る
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会
で
採
択
す
べ
き
と
し
、

本
会
議
で
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

◎
趣
旨

　
手
話
が
音
声
言
語
と
対
等
な
言
語
で
あ
る
こ
と
を
国

民
に
広
め
、
手
話
を
言
語
と
し
て
普
及
、
研
究
で
き
る

環
境
整
備
を
目
的
と
し
た
「
手
話
言
語
法
（
仮
称
）」
の

制
定
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
ま
す
。

◎
請
願
者
　
　
伊
賀
市
聴
覚
障
害
者
協
会

　
　
　
　
　
　
会
長
　
橋
本
た
き
子

◎
紹
介
議
員
　
嶋
岡
壯
吉
　
福
田
香
織
　
生
中
正
嗣

　
　
　
　
　
　
近
森
正
利
　
中
井
洸
一
　
中
谷
一
彦

　
　
　
　
　
　
北
出
忠
良
　
空
森
栄
幸
　
岩
田
佐
俊

　
　
　
　
　
　
森
岡
昭
二

◎
採
択
に
　
　
全
員
賛
成
（
１
人
欠
席
）

本
会
議
で
請
願
採
択
後
、
意
見
書
を
提
出
し
、

本
会
議
で
全
員
賛
成
に
よ
り
意
見
書
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

◎
提
出
先
　
　
衆
議
院
議
長
　
参
議
院
議
長
　
内
閣
総
理

大
臣
　
内
閣
官
房
長
官
　
総
務
大
臣
　
　

文
部
科
学
大
臣
　
厚
生
労
働
大
臣

総
務
常
任
委
員
会
で
採
択
す
べ
き
と
し
、
本

会
議
で
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

◎
趣
旨
　
　
　
２
ペ
ー
ジ
参
照

◎
請
願
者
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
　
　
　
　
　
　
廃
棄
物
問
題
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
三
重

　
　
　
　
　
　
代
表
理
事
　
吉
田
ミ
サ
ヲ

◎
紹
介
議
員
　
赤
堀
久
実
　
嶋
岡
壯
吉
　
上
田
宗
久

　
　
　
　
　
　
中
谷
一
彦
　
百
上
真
奈
　
森
岡
昭
二

◎
採
択
に
　
　
賛
成
21
人
　
反
対
１
人

・
残
土
に
つ
い
て
は
、
産
業
廃
棄
物
と
明
確
に
区
分
す
べ

き
だ
が
、
条
例
を
制
定
す
る
に
は
関
係
者
双
方
か
ら
話

を
聞
い
て
判
断
す
べ
き
と
考
え
る
。
一
事
案
で
条
例
を

制
定
す
る
と
い
う
の
は
現
時
点
で
は
賛
成
し
づ
ら
い
。

（
北
出
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
不
採
択
と
す
べ
き

と
し
、
本
会
議
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

◎
趣
旨

　「
道
州
制
導
入
」
あ
り
き
で
は
な
く
、
国
民
の
た
め
の

議
論
を
進
め
る
と
と
も
に
、
防
災
対
策
な
ど
に
必
要
な

国
の
出
先
機
関
や
独
立
行
政
法
人
の
体
制
・
機
能
の
充

実
を
求
め
る
。

◎
請
願
者
　
　
国
土
交
通
労
働
組
合
東
海
建
設
支
部

　
　
　
　
　
　
三
重
県
協
議
会
　
議
長
　
吉
村
浩
司

◎
紹
介
議
員
　
稲
森
稔
尚
　
百
上
真
奈

本
会
議
で
の
討
論

反
対

予
算
常
任
委
員
会

QA

QA

QAQA

賛
成
討
論

主
な
も
の

6
／
17
開
催

議
案
５
件

総
務
常
任
委
員
会

6
／
18
開
催

議
案
2
件

請
願
2
件

産
業
建
設
常
任
委
員
会

6
／
18
開
催

議
案
1
件

請
願
3
件

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

伊
賀
市
残
土
条
例
制
定
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

教
育
民
生
常
任
委
員
会

6
／
19
開
催

議
案
1
件

請
願
1
件

上
野
総
合
市
民
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例

の
改
正

火
災
予
防
条
例
の
改
正

反
対
討
論

反
対
討
論

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
条
例

の
制
定
・
改
正
や
議
員
発
議
４
件
を
含
む
合
計
18
件
の

議
案
と
請
願
６
件
を
審
議
し
、議
案
17
件
を
可
決
（
承
認
・

同
意
を
含
む
）、
１
件
を
否
決
、
請
願
３
件
を
採
択
、
３

件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
11
日
・
12
日
・
13
日
・
16
日
に
は
15
人
の
議

員
が
市
の
諸
問
題
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

各
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
議
案
9
件
、

請
願
6
件
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

住
民
の
安
全
・
安
心
を
支
え
る
国
土
交
通
行

政
の
体
制
・
機
能
の
充
実
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

請

願

不採択

手
話
言
語
法
（
仮
称
）
制
定
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

採 択

伊
賀
市
残
土
条
例
制
定
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

採 択

本
会
議
審
議

委
員
会
審
査

6
月
定
例
会

　6
月
5
日
〜
25
日
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実
を
求
め
ま
す
。

◎
請
願
者
　
　
国
土
交
通
労
働
組
合
東
海
建
設
支
部

　
　
　
　
　
　
三
重
県
協
議
会
　
議
長
　
吉
村
浩
司

◎
紹
介
議
員
　
稲
森
稔
尚
　
百
上
真
奈

◎
不
採
択
に
　
賛
成
20
人
　
反
対
２
人

・
国
と
県
の
役
割
を
明
確
に
し
、
重
複
の
見
直
し
を
す
る

た
め
に
も
道
州
制
を
進
め
る
べ
き
。（
赤
堀
）

・
広
域
的
な
連
携
は
重
要
で
あ
る
が
、
道
州
制
の
導
入
は

基
礎
自
治
体
の
意
義
と
役
割
を
奪
う
も
の
で
あ
り
請
願

を
採
択
す
べ
き
。（
稲
森
）

・
道
州
制
や
国
の
出
先
機
関
廃
止
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
を
招
き
、
国
の
責
任
放
棄
で
あ
る
。（
百
上
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
不
採
択
と
す
べ
き

と
し
、
本
会
議
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

◎
趣
旨

　
公
共
事
業
を
、
防
災
・
生
活
・
環
境
保
全
優
先
に
転

換
し
、
公
正
な
賃
金
・
労
働
条
件
と
中
小
企
業
の
適
正

な
収
入
・
仕
事
の
確
保
を
求
め
ま
す
。

◎
請
願
者
　
　
国
土
交
通
労
働
組
合
東
海
建
設
支
部

　
　
　
　
　
　
三
重
県
協
議
会
　
議
長
　
吉
村
浩
司

◎
紹
介
議
員
　
稲
森
稔
尚
　
百
上
真
奈

◎
不
採
択
に
　
賛
成
20
人
　
反
対
２
人

・
地
方
格
差
は
す
で
に
お
こ
っ
て
い
る
。
財
政
状
況
の
厳

し
い
中
だ
か
ら
こ
そ
、
基
礎
自
治
体
と
民
間
事
業
者
が

協
力
し
、
地
方
分
権
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。（
赤

堀
）

・
自
治
体
が
発
注
す
る
公
共
工
事
で
、
下
請
け
業
者
や
建

設
労
働
者
に
し
わ
寄
せ
が
及
ぶ
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。
公
契
約
法
・
公
契
約
条
例
の
制
定
を
求
め
た
い

の
で
請
願
は
採
択
す
べ
き
。（
稲
森
）

・
震
災
復
興
、
防
災
、
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
等
の
老
朽
化
対

策
な
ど
の
事
業
を
最
優
先
す
べ
き
。
そ
の
担
い
手
で
あ

る
建
設
業
者
や
労
働
者
の
公
正
な
賃
金
確
保
の
た
め
の

公
契
約
法
制
定
が
必
要
。（
百
上
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
不
採
択
と
す
べ
き

と
し
、
本
会
議
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

◎
趣
旨

　
安
定
的
な
雇
用
と
均
等
・
均
衡
な
処
遇
の
下
で
、
安

心
し
て
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
雇
用
・
労
働
環
境

を
整
備
す
る
た
め
の
法
改
正
を
求
め
ま
す
。

◎
請
願
者
　
　
連
合
三
重
伊
賀
地
域
協
議
会

　
　
　
　
　
　
議
長
　
小
野
佳
秀

◎
紹
介
議
員
　
稲
森
稔
尚
　
百
上
真
奈

◎
不
採
択
に
　
賛
成
16
人
　
反
対
6
人

・
安
倍
政
権
の
成
長
戦
略
は
、
残
業
代
ゼ
ロ
や
解
雇
し
や

す
い
限
定
正
社
員
制
度
な
ど
、
働
く
も
の
を
犠
牲
に
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
人
間
ら
し
く
安
心
し
て
働
く
こ
と

が
で
き
る
環
境
を
整
備
し
、
社
会
全
体
を
底
上
げ
す
る

こ
と
が
重
要
。（
稲
森
）

・
今
必
要
な
の
は
、
不
安
定
な
働
か
せ
方
と
長
時
間
労
働

で
は
な
く
、
人
間
ら
し
く
働
け
る
労
働
法
制
の
強
化
。

派
遣
か
ら
正
社
員
へ
の
道
を
開
く
・
若
者
を
「
使
い
捨
て
」

る
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
根
絶
・
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
確

立
な
ど
、
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
ル
ー
ル
の
確
立

で
あ
る
。（
百
上
）

総
務
常
任
委
員
会
で
採
択
す
べ
き
と
し
、
本

会
議
で
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

◎
趣
旨

　
地
域
活
力
の
維
持
・
発
展
と
伊
賀
鉄
道
存
続
の
た
め
、

四
十
九
町
地
内
で
建
設
中
の
大
型
店
舗
の
隣
接
地
に
、

新
駅
を
設
置
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

◎
請
願
者
　
　
四
十
九
町
自
治
会
　
会
長
　
前
川
輝
昭

◎
紹
介
議
員
　
赤
堀
久
実
　
福
岡
正
康
　
森
川
徹

　
　
　
　
　
　
木
津
直
樹
　
空
森
栄
幸
　
中
岡
久
徳

◎
採
択
に
　
　
全
員
賛
成
（
１
人
欠
席
）

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）（
内
容
は
２
ペ
ー
ジ
参

照
） 

賛
成
多
数
で
可
決

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）　

（
５
５
６
万
８
千
円
増
） 

賛
成
多
数
で
可
決

◆
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　（
地
方
公
営
企
業
会
計
移
行
経
費
と
し
て
債
務
負
担
行
為

７
７
６
５
万
２
千
円
を
設
定
） 

全
員
賛
成
で
可
決

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　（
２
６
０
万
５
千
円
増
） 

賛
成
多
数
で
可
決

・
国
民
の
個
人
情
報
を
国
が
一
元
的
に
収
集
、
利
用
す
る

社
会
保
障
・
税
番
号
制
は
、
社
会
保
障
の
給
付
削
減
、

個
人
情
報
の
不
正
利
用
、
情
報
漏
え
い
な
ど
の
懸
念
が

あ
り
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
以
外
の
３
補
正
予

算
に
は
関
係
予
算
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
反
対
。（
百
上
）

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）（
内
容
は
２
ペ
ー
ジ
参

照
） 

賛
成
多
数
で
可
決

・
公
正
、
公
平
、
中
立
性
が
保
た
れ
、
本
当
の
市
民
の
声

を
聞
く
た
め
の
住
民
投
票
に
な
る
の
か
疑
問
。
市
民
の

税
金
を
使
う
以
上
、
公
平
、
公
正
な
執
行
と
市
民
の
意

思
が
反
映
さ
れ
る
住
民
投
票
を
求
め
る
。（
百
上
）

・
予
算
委
員
会
で
は
反
対
の
立
場
で
あ
っ
た
が
、
投
票
率

を
50
％
以
上
に
し
て
し
っ
か
り
し
た
判
断
材
料
に
す
る

こ
と
や
、
９
月
議
会
に
「
位
置
条
例
」
を
提
案
す
る
と

積
極
的
な
考
え
を
示
さ
れ
た
た
め
、
投
票
率
向
上
の
啓

発
と
あ
わ
せ
、公
正
公
平
な
情
報
提
供
を
求
め
賛
成
。（
生

中
）

◆
地
域
防
災
計
画
に
定
め
る
大
規
模
工
事
等
の
用
途
及
び

規
模
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
制
定
（
国
の
法
律
に
よ

り
、
地
域
の
基
幹
産
業
を
守
る
と
と
も
に
自
衛
水
防
に

関
す
る
取
組
み
を
一
層
強
化
す
る
た
め
、
国
・
県
が
定

め
る
浸
水
想
定
区
域
内
に
お
い
て
、
浸
水
防
止
計
画
の

作
成
等
の
努
力
義
務
を
負
う
対
象
と
な
っ
て
い
る
「
大

規
模
工
場
等
」
の
用
途
及
び
基
準
に
つ
い
て
、
省
令
を

参
酌
し
て
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
）

 

全
員
賛
成
で
可
決

◆
体
育
施
設
条
例
の
改
正
（
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
は
通

常
の
施
設
管
理
と
は
異
な
る
特
別
な
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積

に
基
づ
い
た
長
期
的
な
管
理
運
営
を
行
う
た
め
、
体
育

施
設
の
指
定
管
理
者
に
よ
る
指
定
期
間
を
３
年
か
ら
５

年
に
変
更
す
る
） 

全
員
賛
成
で
可
決

◆
庁
舎
整
備
に
関
す
る
住
民
投
票
条
例
の
制
定
（
庁
舎
の

位
置
に
つ
い
て
住
民
の
意
思
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の

各
号
の
選
択
肢
に
つ
い
て
住
民
に
よ
る
投
票
を
行
う
）

　
⑴
三
重
県
伊
賀
庁
舎
隣
接
地
（
四
十
九
町
）
に
賛
成

　
⑵
現
庁
舎
地
（
上
野
丸
之
内
）
に
賛
成

 

賛
成
多
数
で
可
決

・
４
０
０
０
万
円
弱
使
っ
て
決
定
権
の
な
い
住
民
投
票
を

す
る
の
は
全
く
無
駄
な
こ
と
。（
岩
田
）

・
民
意
を
全
く
無
視
し
た
条
例
で
あ
り
、
無
駄
な
税
の
執

行
に
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
到
底
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
。（
生
中
）

・
市
政
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
住
民
の
意
思
を
確
認
す
る

住
民
投
票
に
反
対
で
は
な
い
が
、
市
長
は
庁
舎
地
を
県

伊
賀
庁
舎
隣
接
地
と
表
明
し
て
お
り
、
ど
こ
ま
で
公
平

性
、
中
立
性
が
保
た
れ
る
か
疑
問
。「
投
票
率
50
％
未
満

は
開
票
せ
ず
、
結
果
は
参
考
と
す
る
」
は
、
市
民
の
意

思
を
尊
重
す
る
も
の
で
は
な
い
。（
百
上
）

・
一
刻
も
早
く
位
置
条
例
を
提
案
し
、
庁
舎
問
題
の
早
期

解
決
を
は
か
る
べ
き
。（
上
田
）

・
公
平
公
正
な
情
報
提
供
が
行
わ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

住
民
投
票
条
例
を
制
定
し
て
も
、
全
く
民
意
が
反
映
さ

れ
な
い
よ
う
な
条
例
な
ら
反
対
。（
福
田
）

・
庁
舎
整
備
の
問
題
を
一
刻
も
早
く
解
決
す
る
に
は
、
広

く
市
民
に
情
報
を
伝
え
、
民
意
を
問
う
こ
と
が
有
効
で

あ
る
と
考
え
る
。（
稲
森
）

・
二
元
代
表
制
の
地
方
政
治
の
中
に
あ
っ
て
は
、
住
民
投

票
は
歓
迎
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
現
在
の
停
滞
し

た
状
態
か
ら
い
ち
早
く
脱
却
す
る
こ
と
が
先
決
で
あ
る

と
考
え
る
。（
安
本
）

・
住
民
投
票
で
民
意
を
問
い
、
現
在
の
停
滞
と
混
迷
を
打

開
し
、
伊
賀
市
が
一
体
と
な
る
た
め
の
最
後
の
手
段
で

あ
る
と
理
解
し
て
賛
成
。（
市
川
）

・
未
来
の
子
ど
も
達
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
に
な
る
よ
う

最
大
限
努
め
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
９
月
議
会
に
庁
舎
位

置
条
例
の
提
案
を
要
望
す
る
。（
近
森
）

◆
専
決
処
分
の
承
認
（
平
成
25
年
度
の
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
直
営
診
療
施
設
勘
定
診
療
所
費
の
決
算
に

お
い
て
不
足
が
生
じ
た
の
で
７
３
８
１
万
円
を
追
加
し
、

２
億
２
５
９
６
万
３
千
円
と
す
る
） 

全
員
賛
成
で
承
認

◆
専
決
処
分
の
承
認
（
平
成
25
年
度
の
住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
特
別
会
計
の
決
算
に
お
い
て
不
足
が
生
じ
た
の
で

１
億
７
０
万
６
千
円
を
追
加
し
、
１
億
２
５
７
２
万
３

千
円
と
す
る
） 

全
員
賛
成
で
承
認

　
地
方
自
治
法
第
１
８
０
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
市
長

に
お
い
て
専
決
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
の
追
加

（
市
営
住
宅
の
家
賃
滞
納
に
つ
い
て
、
支
払
意
思
が
欠
如

し
て
い
る
な
ど
の
滞
納
者
に
対
し
法
的
措
置
が
迅
速
に

行
え
る
よ
う
に
、
市
営
住
宅
に
関
す
る
調
停
及
び
訴
訟

に
関
す
る
こ
と
を
追
加
す
る
） 

賛
成
多
数
で
可
決

（
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

補
正
す
る
額 

３
億
４
６
３
７
万
円

・
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業 

２
９
０
０
万
円

・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
給
付
事
業

 

２
０
３
１
万
円

・
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
導
入
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修

費
等
（
特
別
会
計
繰
出
金
含
む
）

 

１
５
９
７
万
円

・
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
導
入
経
費
に
つ
い
て
、
国
民

に
は
さ
し
た
る
メ
リ
ッ
ト
が
な
く
、
個
人
情
報
を
保
護

す
る
た
め
の
実
効
性
の
あ
る
対
策
が
な
い
。
同
様
の
制

度
を
導
入
し
て
い
る
他
国
で
は
、
情
報
漏
え
い
や
成
り

す
ま
し
犯
罪
が
多
発
し
て
お
り
、
本
来
の
目
的
以
外
に

利
用
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
る
。

・
庁
舎
整
備
に
係
る
住
民
投
票
執
行
経
費

 

３
４
７
９
万
円

・
投
票
率
が
50
％
未
満
で
あ
れ
ば
開
票
も
せ
ず
、
市
民
が

四
十
九
町
へ
の
移
転
を
受
け
入
れ
た
も
の
と
判
断
す
る

の
は
、
民
意
を
無
視
し
た
も
の
で
あ
り
、
市
民
の
意
思

が
反
映
さ
れ
な
い
ま
ま
の
執
行
に
つ
な
が
り
、
意
味
の

な
い
支
出
で
あ
る
。

・
投
票
結
果
に
決
定
権
が
な
く
、
単
な
る
参
考
と
す
る
に

は
あ
ま
り
に
高
額
で
無
駄
な
支
出
で
あ
る
。

・
公
正
公
平
が
担
保
に
さ
れ
る
か
疑
問
で
あ
る
。
住
民
投

票
制
度
そ
の
も
の
に
は
賛
成
の
立
場
だ
が
、
今
回
は
予

算
の
使
わ
れ
方
と
し
て
有
効
か
ど
う
か
懸
念
が
あ
る
。

　
　委
員
会
で
は
賛
成
多
数
で
可
決

残
土
に
よ
る
汚
染
か
ら
生
活
環
境
を
保
全
し
、
保
護
す

る
た
め
、
伊
賀
市
独
自
の
残
土
条
例
を
早
急
に
制
定
す
る

こ
と
が
、
緊
急
を
要
す
る
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

よ
っ
て
、「
伊
賀
市
土
砂
等
の
埋
立
て
等
に
よ
る
環
境
汚

染
防
止
条
例
（
残
土
条
例
）」
の
速
や
か
な
制
定
を
求
め
る
。

　
他
の
自
治
体
で
の
条
例
制
定
状
況
は

　
県
及
び
政
令
市
で
33
自
治
体
、
市
町
村
で
　
２
１
１

自
治
体
、
県
が
未
制
定
で
市
町
村
単
独
制
定
が
34
自
治

体
あ
る
。
近
隣
で
は
、
京
田
辺
市
、
城
陽
市
、
野
洲
市

等
が
条
例
を
制
定
し
て
い
る
。

・
条
例
制
定
に
あ
た
っ
て
は
、
適
切
な
残
土
処
理
を
し
て

い
る
業
者
へ
の
影
響
が
な
い
よ
う
に
要
望
す
る
。

・
条
例
制
定
が
安
心
安
全
の
担
保
に
な
る
。

・
個
人
の
経
済
活
動
よ
り
も
住
民
が
住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ

で
住
み
続
け
て
い
く
権
利
の
ほ
う
が
格
段
に
重
い
。

　
　委
員
会
で
は
全
員
賛
成
で
採
択

医
師
は
、
免
許
取
得
後
２
年
間
、
病
院
等
で
臨
床
研
修

を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
民
病
院

に
お
い
て
も
研
修
指
導
員
の
養
成
を
行
う
と
と
も
に
、
三

重
大
学
の
協
力
を
得
て
研
修
医
を
受
け
入
れ
る
準
備
が

整
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
度
か
ら
研
修
医
を
採
用
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
民
病
院
で
は
、
医
師
確
保
を

最
重
要
課
題
と
し
て
い
ま
す
が
、
研
修
医
を
正
職
員
と
し

て
採
用
す
る
こ
と
で
、
研
修
後
の
医
師
の
定
着
を
図
り
、

医
師
確
保
に
つ
な
げ
る
た
め
、
研
修
医
の
給
与
を
定
め
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
研
修
医
は
医
療
行
為
を
行
え
る
の
か
。

　
大
学
卒
業
時
に
国
家
試
験
に
よ
り
医
師
免
許
を
取
得

し
て
い
る
の
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
研
修
医
の
受
け
入
れ
は
、
市
民
病
院
及
び
地
域
医
療

の
再
生
に
つ
な
が
る
の
か
。

　
研
修
医
が
市
民
病
院
で
経
験
を
積
み
な
が
ら
定
着
し

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
人
件
費
は
増
加
す
る

が
、
研
修
医
が
指
導
医
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
診
療
を

行
う
こ
と
で
、
研
修
医
だ
け
で
な
く
病
院
全
体
の
活
性

化
に
つ
な
げ
た
い
。

　
　委
員
会
で
は
全
員
賛
成
で
可
決

昨
年
８
月
に
発
生
し
た
福
知
山
花
火
大
会
で
の
火
災
事

故
を
踏
ま
え
、
屋
外
に
お
け
る
催
し
の
防
火
管
理
体
制
の

構
築
を
図
る
た
め
に
、
条
例
の
改
正
を
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

内
容
は
、
祭
礼
、
花
火
大
会
な
ど
の
う
ち
大
規
模
な
も

の
で
、
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
人
命
又
は
財
産
に
特
に

重
大
な
被
害
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も

の
を
「
指
定
催
し
」
と
し
、
火
災
予
防
上
の
計
画
を
提
出

さ
せ
る
な
ど
、
主
催
者
の
防
火
管
理
な
ど
を
規
定
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
の
市
民
夏
の
に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ
は
適
用
の
対

象
と
な
る
の
か
。

　
今
年
の
フ
ェ
ス
タ
は
８
月
23
日
、
24
日
に
予
定
し
て

い
る
の
で
、
改
正
後
の
条
例
が
適
用
さ
れ
る
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会
で
採
択
す
べ
き
と
し
、

本
会
議
で
採
択
と
な
り
ま
し
た

◎
趣
旨

　
手
話
が
音
声
言
語
と
対
等
な
言
語
で
あ
る
こ
と
を
国

民
に
広
め
、
手
話
を
言
語
と
し
て
普
及
、
研
究
で
き
る

環
境
整
備
を
目
的
と
し
た
「
手
話
言
語
法
（
仮
称
）」
の

制
定
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
。

◎
請
願
者
　
　
伊
賀
市
聴
覚
障
害
者
協
会

　
　
　
　
　
　
会
長
　
橋
本
た
き
子

◎
紹
介
議
員
　
嶋
岡
壯
吉
　
福
田
香
織
　
生
中
正
嗣

　
　
　
　
　
　
近
森
正
利
　
中
井
洸
一
　
中
谷
一
彦

　
　
　
　
　
　
北
出
忠
良
　
空
森
栄
幸
　
岩
田
佐
俊

　
　
　
　
　
　
森
岡
昭
二

◎
採
択
に
　
　
全
員
賛
成
（
１
人
欠
席
）

本
会
議
で
請
願
採
択
後
、
意
見
書
を
提
出
し
、

本
会
議
で
全
員
賛
成
に
よ
り
意
見
書
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

◎
提
出
先
　
　
衆
議
院
議
長
　
参
議
院
議
長
　
内
閣
総
理

大
臣
　
内
閣
官
房
長
官
　
総
務
大
臣
　
文

部
科
学
大
臣
　
厚
生
労
働
大
臣

総
務
常
任
委
員
会
で
採
択
す
べ
き
と
し
、
本

会
議
で
採
択
と
な
り
ま
し
た

◎
趣
旨
　
　
　
２
ペ
ー
ジ
参
照

◎
請
願
者
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
　
　
　
　
　
　
廃
棄
物
問
題
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
三
重

　
　
　
　
　
　
代
表
理
事
　
吉
田
ミ
サ
ヲ

◎
紹
介
議
員
　
赤
堀
久
実
　
嶋
岡
壯
吉
　
上
田
宗
久

　
　
　
　
　
　
中
谷
一
彦
　
百
上
真
奈
　
森
岡
昭
二

◎
採
択
に
　
　
賛
成
21
人
　
反
対
１
人

・
残
土
に
つ
い
て
は
、
産
業
廃
棄
物
と
明
確
に
区
分
す
べ

き
だ
が
、
条
例
を
制
定
す
る
に
は
関
係
者
双
方
か
ら
話

を
聞
い
て
判
断
す
べ
き
と
考
え
る
。
一
事
案
で
条
例
を

制
定
す
る
と
い
う
の
は
現
時
点
で
は
賛
成
し
づ
ら
い
。

（
北
出
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
不
採
択
と
す
べ
き

と
し
、
本
会
議
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

◎
趣
旨

　「
道
州
制
導
入
」
あ
り
き
で
は
な
く
、
国
民
の
た
め
の

議
論
を
進
め
る
と
と
も
に
、
防
災
対
策
な
ど
に
必
要
な

国
の
出
先
機
関
や
独
立
行
政
法
人
の
体
制
・
機
能
の
充

不
採
択
に
賛
成

不
採
択
に
賛
成

不
採
択
に
反
対

不
採
択
に
反
対

不
採
択
に
反
対

本
会
議
で
の
討
論

本
会
議
で
の
討
論

本
会
議
で
の
討
論

国
民
の
安
全
・
安
心
の
実
現
へ
建
設
産
業
の

再
生
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

不採択

安
心
し
て
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
労
働

環
境
の
整
備
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

不採択

伊
賀
鉄
道
（
伊
賀
線
）
に
新
駅
設
置
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

採 択
平
成
26
年
度
補
正
予
算

市
長
提
出
議
案

討
論
反
対

討
論
反
対

討
論
反
対

討
論
賛
成

討
論
賛
成

条

　
　例

そ
の
他

議
員
提
出
議
案
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実
を
求
め
ま
す
。

◎
請
願
者
　
　
国
土
交
通
労
働
組
合
東
海
建
設
支
部

　
　
　
　
　
　
三
重
県
協
議
会
　
議
長
　
吉
村
浩
司

◎
紹
介
議
員
　
稲
森
稔
尚
　
百
上
真
奈

◎
不
採
択
に
　
賛
成
20
人
　
反
対
２
人

・
国
と
県
の
役
割
を
明
確
に
し
、
重
複
の
見
直
し
を
す
る

た
め
に
も
道
州
制
を
進
め
る
べ
き
。（
赤
堀
）

・
広
域
的
な
連
携
は
重
要
で
あ
る
が
、
道
州
制
の
導
入
は

基
礎
自
治
体
の
意
義
と
役
割
を
奪
う
も
の
で
あ
り
請
願

を
採
択
す
べ
き
。（
稲
森
）

・
道
州
制
や
国
の
出
先
機
関
廃
止
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
を
招
き
、
国
の
責
任
放
棄
で
あ
る
。（
百
上
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
不
採
択
と
す
べ
き

と
し
、
本
会
議
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

◎
趣
旨

　
公
共
事
業
を
、
防
災
・
生
活
・
環
境
保
全
優
先
に
転

換
し
、
公
正
な
賃
金
・
労
働
条
件
と
中
小
企
業
の
適
正

な
収
入
・
仕
事
の
確
保
を
求
め
ま
す
。

◎
請
願
者
　
　
国
土
交
通
労
働
組
合
東
海
建
設
支
部

　
　
　
　
　
　
三
重
県
協
議
会
　
議
長
　
吉
村
浩
司

◎
紹
介
議
員
　
稲
森
稔
尚
　
百
上
真
奈

◎
不
採
択
に
　
賛
成
20
人
　
反
対
２
人

・
地
方
格
差
は
す
で
に
お
こ
っ
て
い
る
。
財
政
状
況
の
厳

し
い
中
だ
か
ら
こ
そ
、
基
礎
自
治
体
と
民
間
事
業
者
が

協
力
し
、
地
方
分
権
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。（
赤

堀
）

・
自
治
体
が
発
注
す
る
公
共
工
事
で
、
下
請
け
業
者
や
建

設
労
働
者
に
し
わ
寄
せ
が
及
ぶ
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。
公
契
約
法
・
公
契
約
条
例
の
制
定
を
求
め
た
い

の
で
請
願
は
採
択
す
べ
き
。（
稲
森
）

・
震
災
復
興
、
防
災
、
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
等
の
老
朽
化
対

策
な
ど
の
事
業
を
最
優
先
す
べ
き
。
そ
の
担
い
手
で
あ

る
建
設
業
者
や
労
働
者
の
公
正
な
賃
金
確
保
の
た
め
の

公
契
約
法
制
定
が
必
要
。（
百
上
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
不
採
択
と
す
べ
き

と
し
、
本
会
議
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

◎
趣
旨

　
安
定
的
な
雇
用
と
均
等
・
均
衡
な
処
遇
の
下
で
、
安

心
し
て
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
雇
用
・
労
働
環
境

を
整
備
す
る
た
め
の
法
改
正
を
求
め
ま
す
。

◎
請
願
者
　
　
連
合
三
重
伊
賀
地
域
協
議
会

　
　
　
　
　
　
議
長
　
小
野
佳
秀

◎
紹
介
議
員
　
稲
森
稔
尚
　
百
上
真
奈

◎
不
採
択
に
　
賛
成
16
人
　
反
対
6
人

・
安
倍
政
権
の
成
長
戦
略
は
、
残
業
代
ゼ
ロ
や
解
雇
し
や

す
い
限
定
正
社
員
制
度
な
ど
、
働
く
も
の
を
犠
牲
に
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
人
間
ら
し
く
安
心
し
て
働
く
こ
と

が
で
き
る
環
境
を
整
備
し
、
社
会
全
体
を
底
上
げ
す
る

こ
と
が
重
要
。（
稲
森
）

・
今
必
要
な
の
は
、
不
安
定
な
働
か
せ
方
と
長
時
間
労
働

で
は
な
く
、
人
間
ら
し
く
働
け
る
労
働
法
制
の
強
化
。

派
遣
か
ら
正
社
員
へ
の
道
を
開
く
・
若
者
を
「
使
い
捨
て
」

る
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
根
絶
・
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
確

立
な
ど
、
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
ル
ー
ル
の
確
立

で
あ
る
。（
百
上
）

総
務
常
任
委
員
会
で
採
択
す
べ
き
と
し
、
本

会
議
で
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

◎
趣
旨

　
地
域
活
力
の
維
持
・
発
展
と
伊
賀
鉄
道
存
続
の
た
め
、

四
十
九
町
地
内
で
建
設
中
の
大
型
店
舗
の
隣
接
地
に
、

新
駅
を
設
置
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

◎
請
願
者
　
　
四
十
九
町
自
治
会
　
会
長
　
前
川
輝
昭

◎
紹
介
議
員
　
赤
堀
久
実
　
福
岡
正
康
　
森
川
徹

　
　
　
　
　
　
木
津
直
樹
　
空
森
栄
幸
　
中
岡
久
徳

◎
採
択
に
　
　
全
員
賛
成
（
１
人
欠
席
）

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）（
内
容
は
２
ペ
ー
ジ
参

照
） 

賛
成
多
数
で
可
決

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）　

（
５
５
６
万
８
千
円
増
） 

賛
成
多
数
で
可
決

◆
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　（
地
方
公
営
企
業
会
計
移
行
経
費
と
し
て
債
務
負
担
行
為

７
７
６
５
万
２
千
円
を
設
定
） 

全
員
賛
成
で
可
決

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　（
２
６
０
万
５
千
円
増
） 

賛
成
多
数
で
可
決

・
国
民
の
個
人
情
報
を
国
が
一
元
的
に
収
集
、
利
用
す
る

社
会
保
障
・
税
番
号
制
は
、
社
会
保
障
の
給
付
削
減
、

個
人
情
報
の
不
正
利
用
、
情
報
漏
え
い
な
ど
の
懸
念
が

あ
り
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
以
外
の
３
補
正
予

算
に
は
関
係
予
算
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
反
対
。（
百
上
）

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）（
内
容
は
２
ペ
ー
ジ
参

照
） 
賛
成
多
数
で
可
決

・
公
正
、
公
平
、
中
立
性
が
保
た
れ
、
本
当
の
市
民
の
声

を
聞
く
た
め
の
住
民
投
票
に
な
る
の
か
疑
問
。
市
民
の

税
金
を
使
う
以
上
、
公
平
、
公
正
な
執
行
と
市
民
の
意

思
が
反
映
さ
れ
る
住
民
投
票
を
求
め
る
。（
百
上
）

・
予
算
委
員
会
で
は
反
対
の
立
場
で
あ
っ
た
が
、
投
票
率

を
50
％
以
上
に
し
て
し
っ
か
り
し
た
判
断
材
料
に
す
る

こ
と
や
、
９
月
議
会
に
「
位
置
条
例
」
を
提
案
す
る
と

積
極
的
な
考
え
を
示
さ
れ
た
た
め
、
投
票
率
向
上
の
啓

発
と
あ
わ
せ
、公
正
公
平
な
情
報
提
供
を
求
め
賛
成
。（
生

中
）

◆
地
域
防
災
計
画
に
定
め
る
大
規
模
工
事
等
の
用
途
及
び

規
模
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
制
定
（
国
の
法
律
に
よ

り
、
地
域
の
基
幹
産
業
を
守
る
と
と
も
に
自
衛
水
防
に

関
す
る
取
組
み
を
一
層
強
化
す
る
た
め
、
国
・
県
が
定

め
る
浸
水
想
定
区
域
内
に
お
い
て
、
浸
水
防
止
計
画
の

作
成
等
の
努
力
義
務
を
負
う
対
象
と
な
っ
て
い
る
「
大

規
模
工
場
等
」
の
用
途
及
び
基
準
に
つ
い
て
、
省
令
を

参
酌
し
て
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
）

 

全
員
賛
成
で
可
決

◆
体
育
施
設
条
例
の
改
正
（
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
は
通

常
の
施
設
管
理
と
は
異
な
る
特
別
な
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積

に
基
づ
い
た
長
期
的
な
管
理
運
営
を
行
う
た
め
、
体
育

施
設
の
指
定
管
理
者
に
よ
る
指
定
期
間
を
３
年
か
ら
５

年
に
変
更
す
る
） 

全
員
賛
成
で
可
決

◆
庁
舎
整
備
に
関
す
る
住
民
投
票
条
例
の
制
定
（
庁
舎
の

位
置
に
つ
い
て
住
民
の
意
思
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の

各
号
の
選
択
肢
に
つ
い
て
住
民
に
よ
る
投
票
を
行
う
）

　
⑴
三
重
県
伊
賀
庁
舎
隣
接
地
（
四
十
九
町
）
に
賛
成

　
⑵
現
庁
舎
地
（
上
野
丸
之
内
）
に
賛
成

 

賛
成
多
数
で
可
決

・
４
０
０
０
万
円
弱
使
っ
て
決
定
権
の
な
い
住
民
投
票
を

す
る
の
は
全
く
無
駄
な
こ
と
。（
岩
田
）

・
民
意
を
全
く
無
視
し
た
条
例
で
あ
り
、
無
駄
な
税
の
執

行
に
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
到
底
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
。（
生
中
）

・
市
政
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
住
民
の
意
思
を
確
認
す
る

住
民
投
票
に
反
対
で
は
な
い
が
、
市
長
は
庁
舎
地
を
県

伊
賀
庁
舎
隣
接
地
と
表
明
し
て
お
り
、
ど
こ
ま
で
公
平

性
、
中
立
性
が
保
た
れ
る
か
疑
問
。「
投
票
率
50
％
未
満

は
開
票
せ
ず
、
結
果
は
参
考
と
す
る
」
は
、
市
民
の
意

思
を
尊
重
す
る
も
の
で
は
な
い
。（
百
上
）

・
一
刻
も
早
く
位
置
条
例
を
提
案
し
、
庁
舎
問
題
の
早
期

解
決
を
は
か
る
べ
き
。（
上
田
）

・
公
平
公
正
な
情
報
提
供
が
行
わ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

住
民
投
票
条
例
を
制
定
し
て
も
、
全
く
民
意
が
反
映
さ

れ
な
い
よ
う
な
条
例
な
ら
反
対
。（
福
田
）

・
庁
舎
整
備
の
問
題
を
一
刻
も
早
く
解
決
す
る
に
は
、
広

く
市
民
に
情
報
を
伝
え
、
民
意
を
問
う
こ
と
が
有
効
で

あ
る
と
考
え
る
。（
稲
森
）

・
二
元
代
表
制
の
地
方
政
治
の
中
に
あ
っ
て
は
、
住
民
投

票
は
歓
迎
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
現
在
の
停
滞
し

た
状
態
か
ら
い
ち
早
く
脱
却
す
る
こ
と
が
先
決
で
あ
る

と
考
え
る
。（
安
本
）

・
住
民
投
票
で
民
意
を
問
い
、
現
在
の
停
滞
と
混
迷
を
打

開
し
、
伊
賀
市
が
一
体
と
な
る
た
め
の
最
後
の
手
段
で

あ
る
と
理
解
し
て
賛
成
。（
市
川
）

・
未
来
の
子
ど
も
達
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
に
な
る
よ
う

最
大
限
努
め
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
９
月
議
会
に
庁
舎
位

置
条
例
の
提
案
を
要
望
す
る
。（
近
森
）

◆
専
決
処
分
の
承
認
（
平
成
25
年
度
の
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
直
営
診
療
施
設
勘
定
診
療
所
費
の
決
算
に

お
い
て
不
足
が
生
じ
た
の
で
７
３
８
１
万
円
を
追
加
し
、

２
億
２
５
９
６
万
３
千
円
と
す
る
） 

全
員
賛
成
で
承
認

◆
専
決
処
分
の
承
認
（
平
成
25
年
度
の
住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
特
別
会
計
の
決
算
に
お
い
て
不
足
が
生
じ
た
の
で

１
億
７
０
万
６
千
円
を
追
加
し
、
１
億
２
５
７
２
万
３

千
円
と
す
る
） 

全
員
賛
成
で
承
認

　
地
方
自
治
法
第
１
８
０
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
市
長

に
お
い
て
専
決
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
の
追
加

（
市
営
住
宅
の
家
賃
滞
納
に
つ
い
て
、
支
払
意
思
が
欠
如

し
て
い
る
な
ど
の
滞
納
者
に
対
し
法
的
措
置
が
迅
速
に

行
え
る
よ
う
に
、
市
営
住
宅
に
関
す
る
調
停
及
び
訴
訟

に
関
す
る
こ
と
を
追
加
す
る
） 

賛
成
多
数
で
可
決

（
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

補
正
す
る
額 

３
億
４
６
３
７
万
円

・
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業 

２
９
０
０
万
円

・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
給
付
事
業

 

２
０
３
１
万
円

・
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
導
入
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修

費
等
（
特
別
会
計
繰
出
金
含
む
）

 

１
５
９
７
万
円

・
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
導
入
経
費
に
つ
い
て
、
国
民

に
は
さ
し
た
る
メ
リ
ッ
ト
が
な
く
、
個
人
情
報
を
保
護

す
る
た
め
の
実
効
性
の
あ
る
対
策
が
な
い
。
同
様
の
制

度
を
導
入
し
て
い
る
他
国
で
は
、
情
報
漏
え
い
や
成
り

す
ま
し
犯
罪
が
多
発
し
て
お
り
、
本
来
の
目
的
以
外
に

利
用
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
る
。

・
庁
舎
整
備
に
係
る
住
民
投
票
執
行
経
費

 

３
４
７
９
万
円

・
投
票
率
が
50
％
未
満
で
あ
れ
ば
開
票
も
せ
ず
、
市
民
が

四
十
九
町
へ
の
移
転
を
受
け
入
れ
た
も
の
と
判
断
す
る

の
は
、
民
意
を
無
視
し
た
も
の
で
あ
り
、
市
民
の
意
思

が
反
映
さ
れ
な
い
ま
ま
の
執
行
に
つ
な
が
り
、
意
味
の

な
い
支
出
で
あ
る
。

・
投
票
結
果
に
決
定
権
が
な
く
、
単
な
る
参
考
と
す
る
に

は
あ
ま
り
に
高
額
で
無
駄
な
支
出
で
あ
る
。

・
公
正
公
平
が
担
保
に
さ
れ
る
か
疑
問
で
あ
る
。
住
民
投

票
制
度
そ
の
も
の
に
は
賛
成
の
立
場
だ
が
、
今
回
は
予

算
の
使
わ
れ
方
と
し
て
有
効
か
ど
う
か
懸
念
が
あ
る
。

　
　委
員
会
で
は
賛
成
多
数
で
可
決

残
土
に
よ
る
汚
染
か
ら
生
活
環
境
を
保
全
し
、
保
護
す

る
た
め
、
伊
賀
市
独
自
の
残
土
条
例
を
早
急
に
制
定
す
る

こ
と
が
、
緊
急
を
要
す
る
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

よ
っ
て
、「
伊
賀
市
土
砂
等
の
埋
立
て
等
に
よ
る
環
境
汚

染
防
止
条
例
（
残
土
条
例
）」
の
速
や
か
な
制
定
を
求
め
る
。

　
他
の
自
治
体
で
の
条
例
制
定
状
況
は

　
県
及
び
政
令
市
で
33
自
治
体
、
市
町
村
で
　
２
１
１

自
治
体
、
県
が
未
制
定
で
市
町
村
単
独
制
定
が
34
自
治

体
あ
る
。
近
隣
で
は
、
京
田
辺
市
、
城
陽
市
、
野
洲
市

等
が
条
例
を
制
定
し
て
い
る
。

・
条
例
制
定
に
あ
た
っ
て
は
、
適
切
な
残
土
処
理
を
し
て

い
る
業
者
へ
の
影
響
が
な
い
よ
う
に
要
望
す
る
。

・
条
例
制
定
が
安
心
安
全
の
担
保
に
な
る
。

・
個
人
の
経
済
活
動
よ
り
も
住
民
が
住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ

で
住
み
続
け
て
い
く
権
利
の
ほ
う
が
格
段
に
重
い
。

　
　委
員
会
で
は
全
員
賛
成
で
採
択

医
師
は
、
免
許
取
得
後
２
年
間
、
病
院
等
で
臨
床
研
修

を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
民
病
院

に
お
い
て
も
研
修
指
導
員
の
養
成
を
行
う
と
と
も
に
、
三

重
大
学
の
協
力
を
得
て
研
修
医
を
受
け
入
れ
る
準
備
が

整
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
度
か
ら
研
修
医
を
採
用
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
民
病
院
で
は
、
医
師
確
保
を

最
重
要
課
題
と
し
て
い
ま
す
が
、
研
修
医
を
正
職
員
と
し

て
採
用
す
る
こ
と
で
、
研
修
後
の
医
師
の
定
着
を
図
り
、

医
師
確
保
に
つ
な
げ
る
た
め
、
研
修
医
の
給
与
を
定
め
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
研
修
医
は
医
療
行
為
を
行
え
る
の
か
。

　
大
学
卒
業
時
に
国
家
試
験
に
よ
り
医
師
免
許
を
取
得

し
て
い
る
の
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
研
修
医
の
受
け
入
れ
は
、
市
民
病
院
及
び
地
域
医
療

の
再
生
に
つ
な
が
る
の
か
。

　
研
修
医
が
市
民
病
院
で
経
験
を
積
み
な
が
ら
定
着
し

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
人
件
費
は
増
加
す
る

が
、
研
修
医
が
指
導
医
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
診
療
を

行
う
こ
と
で
、
研
修
医
だ
け
で
な
く
病
院
全
体
の
活
性

化
に
つ
な
げ
た
い
。

　
　委
員
会
で
は
全
員
賛
成
で
可
決

昨
年
８
月
に
発
生
し
た
福
知
山
花
火
大
会
で
の
火
災
事

故
を
踏
ま
え
、
屋
外
に
お
け
る
催
し
の
防
火
管
理
体
制
の

構
築
を
図
る
た
め
に
、
条
例
の
改
正
を
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

内
容
は
、
祭
礼
、
花
火
大
会
な
ど
の
う
ち
大
規
模
な
も

の
で
、
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
人
命
又
は
財
産
に
特
に

重
大
な
被
害
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も

の
を
「
指
定
催
し
」
と
し
、
火
災
予
防
上
の
計
画
を
提
出

さ
せ
る
な
ど
、
主
催
者
の
防
火
管
理
な
ど
を
規
定
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
の
市
民
夏
の
に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ
は
適
用
の
対

象
と
な
る
の
か
。

　
今
年
の
フ
ェ
ス
タ
は
８
月
23
日
、
24
日
に
予
定
し
て

い
る
の
で
、
改
正
後
の
条
例
が
適
用
さ
れ
る
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会
で
採
択
す
べ
き
と
し
、

本
会
議
で
採
択
と
な
り
ま
し
た

◎
趣
旨

　
手
話
が
音
声
言
語
と
対
等
な
言
語
で
あ
る
こ
と
を
国

民
に
広
め
、
手
話
を
言
語
と
し
て
普
及
、
研
究
で
き
る

環
境
整
備
を
目
的
と
し
た
「
手
話
言
語
法
（
仮
称
）」
の

制
定
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
。

◎
請
願
者
　
　
伊
賀
市
聴
覚
障
害
者
協
会

　
　
　
　
　
　
会
長
　
橋
本
た
き
子

◎
紹
介
議
員
　
嶋
岡
壯
吉
　
福
田
香
織
　
生
中
正
嗣

　
　
　
　
　
　
近
森
正
利
　
中
井
洸
一
　
中
谷
一
彦

　
　
　
　
　
　
北
出
忠
良
　
空
森
栄
幸
　
岩
田
佐
俊

　
　
　
　
　
　
森
岡
昭
二

◎
採
択
に
　
　
全
員
賛
成
（
１
人
欠
席
）

本
会
議
で
請
願
採
択
後
、
意
見
書
を
提
出
し
、

本
会
議
で
全
員
賛
成
に
よ
り
意
見
書
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

◎
提
出
先
　
　
衆
議
院
議
長
　
参
議
院
議
長
　
内
閣
総
理

大
臣
　
内
閣
官
房
長
官
　
総
務
大
臣
　
文

部
科
学
大
臣
　
厚
生
労
働
大
臣

総
務
常
任
委
員
会
で
採
択
す
べ
き
と
し
、
本

会
議
で
採
択
と
な
り
ま
し
た

◎
趣
旨
　
　
　
２
ペ
ー
ジ
参
照

◎
請
願
者
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
　
　
　
　
　
　
廃
棄
物
問
題
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
三
重

　
　
　
　
　
　
代
表
理
事
　
吉
田
ミ
サ
ヲ

◎
紹
介
議
員
　
赤
堀
久
実
　
嶋
岡
壯
吉
　
上
田
宗
久

　
　
　
　
　
　
中
谷
一
彦
　
百
上
真
奈
　
森
岡
昭
二

◎
採
択
に
　
　
賛
成
21
人
　
反
対
１
人

・
残
土
に
つ
い
て
は
、
産
業
廃
棄
物
と
明
確
に
区
分
す
べ

き
だ
が
、
条
例
を
制
定
す
る
に
は
関
係
者
双
方
か
ら
話

を
聞
い
て
判
断
す
べ
き
と
考
え
る
。
一
事
案
で
条
例
を

制
定
す
る
と
い
う
の
は
現
時
点
で
は
賛
成
し
づ
ら
い
。

（
北
出
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
不
採
択
と
す
べ
き

と
し
、
本
会
議
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

◎
趣
旨

　「
道
州
制
導
入
」
あ
り
き
で
は
な
く
、
国
民
の
た
め
の

議
論
を
進
め
る
と
と
も
に
、
防
災
対
策
な
ど
に
必
要
な

国
の
出
先
機
関
や
独
立
行
政
法
人
の
体
制
・
機
能
の
充

不
採
択
に
賛
成

不
採
択
に
賛
成

不
採
択
に
反
対

不
採
択
に
反
対

不
採
択
に
反
対

本
会
議
で
の
討
論

本
会
議
で
の
討
論

本
会
議
で
の
討
論

国
民
の
安
全
・
安
心
の
実
現
へ
建
設
産
業
の

再
生
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

不採択

安
心
し
て
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
労
働

環
境
の
整
備
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

不採択

伊
賀
鉄
道
（
伊
賀
線
）
に
新
駅
設
置
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

採 択
平
成
26
年
度
補
正
予
算

市
長
提
出
議
案

討
論
反
対

討
論
反
対

討
論
反
対

討
論
賛
成

討
論
賛
成

条

　
　例

そ
の
他

議
員
提
出
議
案



○印は賛成、×印は反対。退は退席、欠は欠席。 田山宏弥議員は議長のため採決に入っていません。
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各議員の賛否一覧
森
岡

　昭
二

中
岡

　久
徳

安
本
美
栄
子

岩
田

　佐
俊

前
田

　孝
也

北
出

　忠
良

森

　
　正
敏

空
森

　栄
幸

木
津

　直
樹

百
上

　真
奈

中
谷

　一
彦

中
井

　洸
一

近
森

　正
利

上
田

　宗
久

稲
森

　稔
尚

生
中

　正
嗣

森
川

　
　徹

福
田

　香
織

福
岡

　正
康

田
中

　
　覚

嶋
岡

　壯
吉

市
川

　岳
人

赤
堀

　久
実

議　決

結　果

反

　対　

賛

　成
件　　　名 ：

原案可決21：1国民健康保険事業特別会計補正予算（第 2号） ○○○○○○○○○×○欠○○○○○○○○○○○

原案可決21：1後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1号） ○○○○○○○○○×○欠○○○○○○○○○○○

原案可決15：5庁舎整備に関する住民投票条例の制定 ○○○×○○○欠○×○欠○×○×○×欠○○○○

原案可決20：2一般会計補正予算（第 2号） ○○○×○○○○○×○欠○○○○○○○○○○○

原案可決22：1地方自治法第 180 条第 1項の規定により市長に
おいて専決処分することができる事項の追加 ×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

否　決6：16
集団的自衛権行使容認に関して慎重審議を求め
る意見書（案）の提出 ○××××××○×○×欠××○×××○○×××

原案可決21：1一般会計補正予算（第 1号） ○○○○○○○○○×○欠○○○○○○○○○○○

採　択21：1

市長提出

議員提出

伊賀市残土条例制定を求めること ○○○○○○×○○○○欠○○○○○○○○○○○

不採択2：20住民の安全・安心を支える国土交通行政の体制・
機能の充実を求めること ×××××××××○×欠××○××××××××

不採択2：20国民の安全・安心の実現へ建設産業の再生を求
めること ×××××××××○×欠××○××××××××

不採択6：16安心して働き続けることができる労働環境の整
備を求めること ○××××××○×○×欠××○×××○○×××

請　　願

市長提出

・公共下水道事業特別会計補正予算（第1号）　
・地域防災計画に定める大規模工場等の用途及び規模の基準に関する条例の制定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全員賛成で原案可決
・体育施設条例の一部改正　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中井洸一議員は欠席）
・上野総合市民病院事業の設置等に関する条例の一部改正　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・火災予防条例の一部改正
・専決処分の承認の２議案・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・全員賛成で承認
・人権擁護委員候補者の推薦（大川照郎氏　西田麒代彦氏）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・全員賛成で同意

議員提出 ・鳥獣の捕獲促進体制強化の速やかな実施を求める意見書（案）の提出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全員賛成で原案可決
・手話言語法（仮称）制定を求める意見書（案）の提出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中井洸一議員は欠席）

請　　願 ・手話言語法（仮称）制定を求めること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全員賛成で採択
・伊賀鉄道（伊賀線）に新駅設置を求めること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中井洸一議員は欠席）

◎趣旨　
シカ・イノシシ等による農林水産業被害が深刻化する中、狩猟者の減少･高齢化等、鳥獣捕獲の担い手が減少
しています。鳥獣の保護・管理は国が主導し、より効果的な広域対応を行う仕組みを検討し、財政支援を行うこ
とを要望します。
◎提出先　内閣総理大臣　環境大臣　農林水産大臣　総務大臣　厚生労働大臣

◎趣旨　　　
集団的自衛権行使にむけた政府の憲法解釈による容認を拙速に行うことなく、慎重な審議を尽くすことを要望
します。

・日本は戦後69年間、専守防衛に徹し「戦争をしない国」として歩んできたことは世界に誇るべき価値である。
集団的自衛権を認めることは、日本の若者がアメリカのために海外で血を流すということを世界に宣言するこ
とと同様であり、そのとてつもない重みを国会議員や自治体議員は深く認識して慎重な議論を行うべき。（稲
森）
・戦後半世紀にわたり国会論戦を経て定着した「憲法９条のもとで集団的自衛権を行使してはならない」という
政府見解を、国民の声を聞かず十分な国会議論もせず、与党だけの協議を経て一内閣の閣議決定で変更するこ
とは、立憲主義の否定。（百上）

・意見書の要旨には賛同するが、与党協議が開催され、慎重な審議をしている今の段階で意見書を提出るのは時
期尚早。（中谷）

討論 反対

討論 賛成

集団的自衛権行使容認に関して慎重審議を求める意見書　　　賛成少数で否決

鳥獣の捕獲促進体制強化の速やかな実施を求める意見書　　　全員賛成で可決（１人欠席）

意　　見　　書
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一
般
質
問

福
田 

香
織 

議
員

一
般
質
問

福
岡 

正
康 

議
員

質問項目
●
安
全
安
心
日
本
一
を

め
ざ
し
て

●
再
生
計
画
に
お
け
る

中
心
市
街
地
と
各
地

域
が
連
携
し
た
ま
ち

づ
く
り

一
般
質
問

上
田 

宗
久 

議
員

質問項目
●
庁
舎
整
備
問
題

●
図
書
館
整
備

●
三
訪
小
学
校
開
校
に

伴
う
地
域
か
ら
の
要

望
●
歯
と
口
腔
の
健
康
づ

く
り

本文は、質問者が執筆したものを掲載しています

一 般 質 問一 般 質 問

質問項目
●
伊
賀
市
職
員
行
動
指

針

　
　
　
　
　
　

●
〝
三
点
セ
ッ
ト
〞
の

課
題

市
長
は
「
投
票
率
50
％
未
満
で
不
成
立
と
な

り
、
開
票
さ
れ
な
い
場
合
は
、
市
民
に
移
転
計

画
が
認
め
ら
れ
た
と
判
断
す
る
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
が
、
そ
れ
は
勝
手
な
解
釈
だ
と
思
い
ま
す

が
い
か
が
で
す
か
。

50
％
に
至
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ

け
市
民
の
関
心
が
な
い
と
い
う
こ
と
。
移
転
に

反
対
し
て
い
る
人
が
が
ん
ば
っ
て
50
％
以
上
に

し
て
、
開
票
で
き
る
よ
う
に
努
力
す
る
の
が
筋

で
す
。

三
訪
小
学
校
開
校
に
向
け
て
、
学
童
保
育
を

整
備
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
多
数
上
が
っ
て

お
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
、
一
定
人
数
は
希

望
し
て
い
る
と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。
整
備

に
は
２
年
か
か
り
、
開
校
時
の
設
置
は
難
し
い

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
暫
定
的
に
で
も
放
課
後

預
か
っ
て
も
ら
え
る
場
所
を
確
保
し
て
い
た
だ

け
ま
す
か
。

小
学
校
区
に
少
な
く
と
も
一
つ
の
設
置
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
要
望
の
あ
る
地
域
か
ら
進
め

て
い
き
ま
す
。

昨
年
度
よ
り
安
全
安
心
で
、
安
い
食
料
・
水

道
料
金
等
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。
伊
賀
市

再
生
計
画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
人
・
農

地
プ
ラ
ン
の
推
進
、
多
様
な
担
い
手
の
育
成
確

保
、
公
共
施
設
の
木
造
化
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

の
利
用
に
よ
る
林
業
の
活
性
化
、
菜
の
花
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
等
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
山
間

地
域
の
振
興
の
た
め
、
地
元
と
一
丸
と
な
っ
て

目
標
達
成
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
の
で
す
が
、

目
標
達
成
の
た
め
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
す
る
の
で
す
か
。

農
地
集
積
を
推
進
す
る
た
め
に
、
７
月
よ
り

支
所
、
住
民
自
治
協
議
会
、
集
落
で
説
明
会
を

実
施
し
ま
す
。
林
業
の
活
性
化
と
し
て
は
、
搬

出
間
伐
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
発
電
利
用
を
推

進
し
ま
す
。
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
今
ま

で
栽
培
面
積
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
販
売
に
も
う
一
つ
力
が
入
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
販
売
額
１
千
万
円
程
度
を
目
標
と
し

て
取
り
組
み
ま
す
。

県
下
で
は
、
建
設
コ
ス
ト
の
上
昇
に
よ
る
大

型
公
共
事
業
の
入
札
不
調
が
続
出
し
て
い
ま
す
。

計
画
さ
れ
て
い
る
新
庁
舎
、
図
書
館
な
ど
の
複

合
施
設
、
芭
蕉
翁
記
念
館
の
〝
三
点
セ
ッ
ト
〞

に
も
、
悪
影
響
が
及
ぶ
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

事
業
が
先
延
ば
し
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
財
政

の
健
全
化
に
狂
い
は
生
じ
ま
せ
ん
か
。
市
の
負

担
が
増
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
か
。

現
在
の
財
政
見
通
し
で
は
、
建
設
費
の
高
騰

は
考
慮
に
入
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
の
時
期
に

な
っ
て
、
合
併
特
例
債
の
活
用
期
限
内
で
の
建

設
事
業
が
、
先
送
り
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
が
、「
入
」と「
出
」の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
、「
プ

ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
堅
持
」
も
基
本
と
し

て
い
ま
す
の
で
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
が
実

行
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問問答答

問問

住
民
投
票
条
例
を
め
ぐ
っ
て

問問
三
田
・
諏
訪
地
区
の
学
童
保
育
の
整

備
を

市
民
の
関
心
が
な
い
と
い
う
こ
と

答答
要
望
の
あ
る
地
域
か
ら
進
め
て
い
き

ま
す

安
全
安
心
・
日
本
一
を
め
ざ
し
て

答答
関
係
機
関
・
団
体
と
協
力
し
て
推
進

し
ま
す

問問答答
建
設
コ
ス
ト
高
騰
の
悪
影
響
は
あ
り

ま
せ
ん
か

持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
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一
般
質
問

福
田 

香
織 

議
員

一
般
質
問

福
岡 

正
康 

議
員

質問項目
●
安
全
安
心
日
本
一
を

め
ざ
し
て

●
再
生
計
画
に
お
け
る

中
心
市
街
地
と
各
地

域
が
連
携
し
た
ま
ち

づ
く
り

一
般
質
問

上
田 

宗
久 

議
員

質問項目
●
庁
舎
整
備
問
題

●
図
書
館
整
備

●
三
訪
小
学
校
開
校
に

伴
う
地
域
か
ら
の
要

望
●
歯
と
口
腔
の
健
康
づ

く
り

本文は、質問者が執筆したものを掲載しています

一 般 質 問一 般 質 問

質問項目
●
伊
賀
市
職
員
行
動
指

針

　
　
　
　
　
　

●
〝
三
点
セ
ッ
ト
〞
の

課
題

市
長
は
「
投
票
率
50
％
未
満
で
不
成
立
と
な

り
、
開
票
さ
れ
な
い
場
合
は
、
市
民
に
移
転
計

画
が
認
め
ら
れ
た
と
判
断
す
る
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
が
、
そ
れ
は
勝
手
な
解
釈
だ
と
思
い
ま
す

が
い
か
が
で
す
か
。

50
％
に
至
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ

け
市
民
の
関
心
が
な
い
と
い
う
こ
と
。
移
転
に

反
対
し
て
い
る
人
が
が
ん
ば
っ
て
50
％
以
上
に

し
て
、
開
票
で
き
る
よ
う
に
努
力
す
る
の
が
筋

で
す
。

三
訪
小
学
校
開
校
に
向
け
て
、
学
童
保
育
を

整
備
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
多
数
上
が
っ
て

お
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
、
一
定
人
数
は
希

望
し
て
い
る
と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。
整
備

に
は
２
年
か
か
り
、
開
校
時
の
設
置
は
難
し
い

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
暫
定
的
に
で
も
放
課
後

預
か
っ
て
も
ら
え
る
場
所
を
確
保
し
て
い
た
だ

け
ま
す
か
。

小
学
校
区
に
少
な
く
と
も
一
つ
の
設
置
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
要
望
の
あ
る
地
域
か
ら
進
め

て
い
き
ま
す
。

昨
年
度
よ
り
安
全
安
心
で
、
安
い
食
料
・
水

道
料
金
等
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。
伊
賀
市

再
生
計
画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
人
・
農

地
プ
ラ
ン
の
推
進
、
多
様
な
担
い
手
の
育
成
確

保
、
公
共
施
設
の
木
造
化
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

の
利
用
に
よ
る
林
業
の
活
性
化
、
菜
の
花
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
等
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
山
間

地
域
の
振
興
の
た
め
、
地
元
と
一
丸
と
な
っ
て

目
標
達
成
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
の
で
す
が
、

目
標
達
成
の
た
め
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
す
る
の
で
す
か
。

農
地
集
積
を
推
進
す
る
た
め
に
、
７
月
よ
り

支
所
、
住
民
自
治
協
議
会
、
集
落
で
説
明
会
を

実
施
し
ま
す
。
林
業
の
活
性
化
と
し
て
は
、
搬

出
間
伐
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
発
電
利
用
を
推

進
し
ま
す
。
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
今
ま

で
栽
培
面
積
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
販
売
に
も
う
一
つ
力
が
入
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
販
売
額
１
千
万
円
程
度
を
目
標
と
し

て
取
り
組
み
ま
す
。

県
下
で
は
、
建
設
コ
ス
ト
の
上
昇
に
よ
る
大

型
公
共
事
業
の
入
札
不
調
が
続
出
し
て
い
ま
す
。

計
画
さ
れ
て
い
る
新
庁
舎
、
図
書
館
な
ど
の
複

合
施
設
、
芭
蕉
翁
記
念
館
の
〝
三
点
セ
ッ
ト
〞

に
も
、
悪
影
響
が
及
ぶ
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

事
業
が
先
延
ば
し
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
財
政

の
健
全
化
に
狂
い
は
生
じ
ま
せ
ん
か
。
市
の
負

担
が
増
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
か
。

現
在
の
財
政
見
通
し
で
は
、
建
設
費
の
高
騰

は
考
慮
に
入
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
の
時
期
に

な
っ
て
、
合
併
特
例
債
の
活
用
期
限
内
で
の
建

設
事
業
が
、
先
送
り
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
が
、「
入
」と「
出
」の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
、「
プ

ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
堅
持
」
も
基
本
と
し

て
い
ま
す
の
で
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
が
実

行
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問問答答

問問

住
民
投
票
条
例
を
め
ぐ
っ
て

問問
三
田
・
諏
訪
地
区
の
学
童
保
育
の
整

備
を

市
民
の
関
心
が
な
い
と
い
う
こ
と

答答
要
望
の
あ
る
地
域
か
ら
進
め
て
い
き

ま
す

安
全
安
心
・
日
本
一
を
め
ざ
し
て

答答
関
係
機
関
・
団
体
と
協
力
し
て
推
進

し
ま
す

問問答答
建
設
コ
ス
ト
高
騰
の
悪
影
響
は
あ
り

ま
せ
ん
か

持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
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一
般
質
問

岩
田 

佐
俊 

議
員

質問項目
●
市
長
に
問
う

一
般
質
問

中
谷 

一
彦 

議
員

質問項目
●
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
展
望

●
公
共
イ
ン
フ
ラ

●
南
庁
舎
の
利
活
用

●
行
財
政
改
革
に
よ
る

財
政
健
全
化

一
般
質
問

中
井 

洸
一 

議
員

本文は、質問者が執筆したものを掲載しています

一 般 質 問一 般 質 問

質問項目
●
人
口
減
少
社
会
へ
の

対
策

●
学
校
教
育

庁
舎
建
設
で
、
市
長
の
発
言
は
二
転
三
転
し

て
い
て
、
い
い
加
減
な
発
言
を
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

上
野
商
工
会
議
所
会
頭
へ
の
適
切
で
な
い
発

言
が
あ
り
ま
し
た
が
、
む
し
ろ
市
長
に
当
て
は

ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

庁
舎
建
設
に
関
し
て
、「
当
初
の
発
言
と
違
う
」

と
い
う
指
摘
に
は
「
状
況
の
変
化
で
あ
る
」
と

の
一
言
で
片
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
混

乱
し
た
状
態
を
一
日
も
早
く
打
破
す
る
に
は
、

こ
の
際
、
市
民
に
信
を
問
う
べ
く
、
一
旦
辞
任

さ
れ
て
は
ど
う
で
す
か
。
住
民
投
票
の
予
算
と

同
額
の
３
千
５
０
０
万
円
で
実
施
で
き
ま
す
。

私
に
辞
任
を
求
め
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
自

ら
辞
任
を
す
る
気
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
当
に
辞

め
ろ
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
議
会
か
ら
の
市
長

不
信
任
案
を
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
ら
ど
う
で

す
か
。
そ
の
際
に
は
、
私
の
方
か
ら
議
会
を
解

散
し
て
み
て
は
い
か
が
か
と
い
う
提
案
も
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

30
年
も
経
過
し
て
い
る
住
宅
用
地
内
の
道
路

維
持
補
修
に
つ
い
て
の
計
画
の
状
況
は
。

道
路
舗
装
は
、
本
年
度
、
道
路
ス
ト
ッ
ク
総

点
検
事
業
で
二
車
線
道
路
及
び
緊
急
輸
送
用
道

路
の
約
２
０
７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
調
査
し
て
修

繕
計
画
を
５
年
の
ス
パ
ン
で
策
定
し
ま
す
。
今

後
は
、
公
共
施
設
付
近
や
団
地
内
道
路
の
日
常

管
理
の
強
化
と
、
自
治
会
と
連
携
を
図
り
、
適

切
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

空
き
家
情
報
で
は
、
既
に
取
り
組
ん
で
い
る

「
株
式
会
社
ま
ち
づ
く
り
伊
賀
上
野
」
と
連
携
し
、

情
報
提
供
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
各
住

民
自
治
協
議
会
が
策
定
し
て
い
る
地
域
ま
ち
づ

く
り
計
画
に
基
づ
き
、
地
域
包
括
交
付
金
な
ど

を
交
付
し
て
支
援
し
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
組
体
操
に
お
け
る
事
故
や
け
が
が

多
く
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
止
し
た
方

が
よ
い
と
の
提
言
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

伊
賀
市
で
の
組
体
操
に
お
け
る
事
故
の
状
況

及
び
安
全
対
策
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す

か
。昨

年
度
か
ら
現
在
ま
で
に
骨
折
・
打
撲
な
ど

４
件
の
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も

の
能
力
、
体
格
、
体
調
な
ど
を
充
分
に
考
慮
し
、

指
導
・
実
施
し
て
い
ま
す
。
組
体
操
で
得
ら
れ
る
、

達
成
感
や
充
実
感
さ
ら
に
は
仲
間
と
の
協
調
性

な
ど
が
、
子
ど
も
の

発
達
に
大
き
く
貢
献

し
ま
す
。
今
後
も
実

施
に
あ
た
っ
て
は
、

安
全
第
一
に
取
り
組

む
こ
と
や
指
導
上
の

工
夫
や
配
慮
を
す
る

こ
と
を
各
学
校
に
徹

底
し
て
い
き
ま
す
。

問問

問問

市
長
辞
任
が
最
良
の
策
で
は

答答
辞
任
し
ま
せ
ん

道
路
補
修
の
計
画
は

問問
空
き
家
を
活
用
し
た
多
様
な
暮
ら
し

方
の
促
進
事
業
と
住
環
境
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
活
動
の
成
果
は

答答
本
年
度
調
査
し
、
５
年
計
画
を
策
定

答答
空
き
家
情
報
の
提
供
の
強
化
と
交
付

金
の
交
付

問問
よ
り
安
全
な
「
組
体
操
」
の
指
導
を

答答
子
ど
も
の
体
格
や
体
調
を
考
慮
し
、

指
導
・
実
施
し
て
い
ま
す
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一
般
質
問

福
田 

香
織 

議
員

一
般
質
問

福
岡 

正
康 

議
員

質問項目
●
安
全
安
心
日
本
一
を

め
ざ
し
て

●
再
生
計
画
に
お
け
る

中
心
市
街
地
と
各
地

域
が
連
携
し
た
ま
ち

づ
く
り

一
般
質
問

上
田 

宗
久 

議
員

質問項目
●
庁
舎
整
備
問
題

●
図
書
館
整
備

●
三
訪
小
学
校
開
校
に

伴
う
地
域
か
ら
の
要

望
●
歯
と
口
腔
の
健
康
づ

く
り

本文は、質問者が執筆したものを掲載しています

一 般 質 問一 般 質 問

質問項目
●
伊
賀
市
職
員
行
動
指

針

　
　
　
　
　
　

●
〝
三
点
セ
ッ
ト
〞
の

課
題

市
長
は
「
投
票
率
50
％
未
満
で
不
成
立
と
な

り
、
開
票
さ
れ
な
い
場
合
は
、
市
民
に
移
転
計

画
が
認
め
ら
れ
た
と
判
断
す
る
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
が
、
そ
れ
は
勝
手
な
解
釈
だ
と
思
い
ま
す

が
い
か
が
で
す
か
。

50
％
に
至
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ

け
市
民
の
関
心
が
な
い
と
い
う
こ
と
。
移
転
に

反
対
し
て
い
る
人
が
が
ん
ば
っ
て
50
％
以
上
に

し
て
、
開
票
で
き
る
よ
う
に
努
力
す
る
の
が
筋

で
す
。

三
訪
小
学
校
開
校
に
向
け
て
、
学
童
保
育
を

整
備
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
多
数
上
が
っ
て

お
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
、
一
定
人
数
は
希

望
し
て
い
る
と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。
整
備

に
は
２
年
か
か
り
、
開
校
時
の
設
置
は
難
し
い

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
暫
定
的
に
で
も
放
課
後

預
か
っ
て
も
ら
え
る
場
所
を
確
保
し
て
い
た
だ

け
ま
す
か
。

小
学
校
区
に
少
な
く
と
も
一
つ
の
設
置
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
要
望
の
あ
る
地
域
か
ら
進
め

て
い
き
ま
す
。

昨
年
度
よ
り
安
全
安
心
で
、
安
い
食
料
・
水

道
料
金
等
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。
伊
賀
市

再
生
計
画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
人
・
農

地
プ
ラ
ン
の
推
進
、
多
様
な
担
い
手
の
育
成
確

保
、
公
共
施
設
の
木
造
化
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

の
利
用
に
よ
る
林
業
の
活
性
化
、
菜
の
花
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
等
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
山
間

地
域
の
振
興
の
た
め
、
地
元
と
一
丸
と
な
っ
て

目
標
達
成
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
の
で
す
が
、

目
標
達
成
の
た
め
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
す
る
の
で
す
か
。

農
地
集
積
を
推
進
す
る
た
め
に
、
７
月
よ
り

支
所
、
住
民
自
治
協
議
会
、
集
落
で
説
明
会
を

実
施
し
ま
す
。
林
業
の
活
性
化
と
し
て
は
、
搬

出
間
伐
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
発
電
利
用
を
推

進
し
ま
す
。
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
今
ま

で
栽
培
面
積
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
販
売
に
も
う
一
つ
力
が
入
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
販
売
額
１
千
万
円
程
度
を
目
標
と
し

て
取
り
組
み
ま
す
。

県
下
で
は
、
建
設
コ
ス
ト
の
上
昇
に
よ
る
大

型
公
共
事
業
の
入
札
不
調
が
続
出
し
て
い
ま
す
。

計
画
さ
れ
て
い
る
新
庁
舎
、
図
書
館
な
ど
の
複

合
施
設
、
芭
蕉
翁
記
念
館
の
〝
三
点
セ
ッ
ト
〞

に
も
、
悪
影
響
が
及
ぶ
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

事
業
が
先
延
ば
し
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
財
政

の
健
全
化
に
狂
い
は
生
じ
ま
せ
ん
か
。
市
の
負

担
が
増
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
か
。

現
在
の
財
政
見
通
し
で
は
、
建
設
費
の
高
騰

は
考
慮
に
入
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
の
時
期
に

な
っ
て
、
合
併
特
例
債
の
活
用
期
限
内
で
の
建

設
事
業
が
、
先
送
り
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
が
、「
入
」と「
出
」の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
、「
プ

ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
堅
持
」
も
基
本
と
し

て
い
ま
す
の
で
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
が
実

行
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問問答答

問問

住
民
投
票
条
例
を
め
ぐ
っ
て

問問
三
田
・
諏
訪
地
区
の
学
童
保
育
の
整

備
を

市
民
の
関
心
が
な
い
と
い
う
こ
と

答答
要
望
の
あ
る
地
域
か
ら
進
め
て
い
き

ま
す

安
全
安
心
・
日
本
一
を
め
ざ
し
て

答答
関
係
機
関
・
団
体
と
協
力
し
て
推
進

し
ま
す

問問答答
建
設
コ
ス
ト
高
騰
の
悪
影
響
は
あ
り

ま
せ
ん
か

持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
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一
般
質
問

田
中 

　覚 

議
員

一
般
質
問

北
出 

忠
良 

議
員

質問項目
●
上
野
総
合
市
民
病
院

●
農
政

質問項目
●
平
成
26
年
度
の
市
政

運
営

一
般
質
問

市
川 

岳
人 

議
員

本文は、質問者が執筆したものを掲載しています

一 般 質 問一 般 質 問

質問項目
●
土
砂
等
の
埋
立
て
に

よ
る
土
壌
汚
染

●
行
財
政
改
革

伊
賀
市
の
抱
え
て
い
る
諸
問
題
や
諸
課
題
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
市
民
病
院
の
責
務
は
？
菜
の
花
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
見
ら
れ
る
補
助
金
の
支
出
や
売

り
先
の
見
え
な
い
赤
字
体
質
は
？
Ｊ
Ｒ
関
西
本

線
や
伊
賀
鉄
道
の
根
本
的
な
利
用
促
進
策
は
？

次
代
を
担
う
社
会
人
像
は
？
観
光
立
市
の
た
め

に
市
庁
舎
の
跡
地
利
用
や
公
共
施
設
の
最
適
化

な
ど
の
危
機
感
を
持
っ
て
の
解
決
策
は
ど
う
さ

れ
ま
す
か
。

関
係
部
署
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
ま

ず
は
職
員
行
動
指
針
を
策
定
し
、
職
員
の
意
識

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

行
政
改
革
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
無
駄
の
な

い
財
政
と
な
る
よ
う
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行

い
、
補
助
金
等
適
正
化
条
例
に
よ
り
補
助
金
の

適
正
化
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

獣
害
被
害
の
多
い
山
口
県
を
抜
き
、
三
重
県

が
日
本
一
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
伊
賀
市
に
お
い
て
は
、
鳥
獣
害
対
策
室
が

な
く
な
り
市
民
も
困
惑
し
て
い
ま
す
。
本
年
に

取
り
組
ま
れ
る
施
策
に
つ
い
て
、
お
聞
き
致
し

ま
す
。

農
林
振
興
課
の
鳥
獣
害
対
策
室
が
鳥
獣
害
対

策
係
に
な
り
、
正
職
員
が
４
名
か
ら
２
名
と
な
っ

て
い
ま
す
。
案
内
表
示
が
欠
け
て
い
た
た
め
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を
お
詫
び
し
ま
す
。

現
在
は
、
係
名
が
わ
か
る
よ
う
に
表
示
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
当
時
の
職
員
数
か
ら
は
減
っ
て
い
ま

す
が
、
課
員
が
一
体
と
な
っ
て
対
応
し
て
い
ま

す
。鳥

獣
被
害
防
止
特
別
措
置
法
の
改
正
に
伴
い
、

本
年
度
県
に
お
い
て
試
験
的
に
大
型
捕
獲
檻
20

基
程
度
を
市
内
に
設
置
し
、
監
視
カ
メ
ラ
等
を

使
用
し
て
、
遠
隔
操
作
で
捕
獲
す
る
検
証
実
験

を
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

残
土
と
と
も
に
産
業
廃
棄
物
が
混
入
し
て
い

る
可
能
性
が
疑
わ
れ
る
問
題
が
市
内
で
発
生
し

て
い
ま
す
。
水
質
汚
染
や
山
林
破
壊
、
臭
い
な

ど
周
辺
環
境
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
安

心
安
全
な
市
民
生
活
の
た
め
、
市
は
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
き
ま
す
か
。

産
業
廃
棄
物
は
排
出
者
責
任
に
よ
っ
て
最
終

処
分
ま
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
残

土
に
つ
い
て
は
確
認
す
る
こ
と
が
困
難
で
す
。

残
土
処
分
は
、
法
規
制
の
厳
し
い
産
業
廃
棄
物

に
比
べ
、
監
視
の
死
角
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は

否
定
で
き
ま
せ
ん
。

悪
質
・
巧
妙
化
し
て
い
る
不
法
投
棄
事
例
に

対
し
て
は
、「
不
法
投
棄
は
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
」
と
い
う
強
い
方
針
の
下
、
搬
入
事

業
者
・
排
出
事
業
者
・
土
地
提
供
者
に
対
し
て

県
関
係
機
関
と
連
携
し
指
導
す
る
と
と
も
に
、

残
土
等
も
注
視
し
な
が
ら
危
機
感
を
も
っ
て
監

視
に
あ
た
っ
て
い
き
ま
す
。

問問答答

問問

平
成
26
年
度
の
市
政
運
営
は

今
ま
で
ど
お
り
で
は
、
ダ
メ
で
す

獣
害
被
害
日
本
一
の
解
消
を

答答
大
型
捕
獲
檻
を
設
置
し
ま
す

問問答答
廃
棄
物
混
入
の
恐
れ
が
あ
る
土
砂
搬

入
へ
の
対
応
は

県
関
係
機
関
と
連
携
し
指
導
を
行
う
と

と
も
に
、監
視
に
あ
た
っ
て
い
き
ま
す
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一
般
質
問

稲
森 

稔
尚 

議
員

質問項目
●
子
ど
も
の
貧
困
問
題

の
解
消
に
向
け
て

●
市
庁
舎
整
備

一
般
質
問

百
上 

真
奈 

議
員

質問項目
●
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

の
充
実
で
子
ど
も
を
産

み
育
て
や
す
い
伊
賀
市

に
●
学
校
教
育
の
充
実
を
求

め
て

●
上
野
遊
水
地
の
越
流
堤

一
般
質
問

嶋
岡 

壯
吉 

議
員

本文は、質問者が執筆したものを掲載しています

一 般 質 問一 般 質 問

質問項目
●
空
き
家
対
策

●
獣
害
対
策

●
少
子
化
対
策

●
庁
舎
問
題

●
川
上
ダ
ム
建
設
工
事
に

お
け
る
関
係
地
方
公
共

団
体
と
の
検
討
結
果

「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
法
」
は
、
子
ど
も

た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
に
左
右
さ
れ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
国
・
県
・
市
町
村
が
子
ど
も

の
貧
困
問
題
の
解
消
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と

を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
経
済
的
に
困
難
を
抱

え
る
家
庭
へ
の
学
習
支
援
な
ど
今
後
ど
の
よ
う

に
取
り
組
み
ま
す
か
。

子
ど
も
の
貧
困
問
題
の
解
消
に
は
、
社
会
全

体
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
福

祉
部
局
と
教
育
委
員
会
の
連
携
の
も
と
学
習
支

援
な
ど
必
要
な
対
策
を
進
め
ま
す
。

伊
賀
市
役
所
の
位
置
を
決
め
る
住
民
投
票
に

向
け
て
、
50
％
を
超
え
る
投
票
率
で
民
意
を
反

映
さ
せ
早
期
解
決
を
図
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す

が
、
市
長
の
決
意
を
伺
い
ま
す
。

必
要
な
情
報
提
供
や
啓
発
活
動
に
努
め
、
や

る
か
ら
に
は
投
票
率
50
％
以
上
を
目
指
し
ま
す
。

政
府
は
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童
保
育
）

の
定
員
枠
を
２
０
１
９
年
度
ま
で
に
約
30
万
人

分
拡
充
す
る
方
針
を
固
め
ま
し
た
。

「
小
学
校
に
入
学
し
た
ら
、
学
童
保
育
が
な
け

れ
ば
仕
事
を
辞
め
ざ
る
を
え
な
い
」「
引
っ
越
し

て
き
て
学
童
保
育
が
無
い
こ
と
に
驚
い
た
」
こ

れ
が
親
の
切
実
な
声
で
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
現
在
14
ヵ
所
で
す
が
、

「
輝
け
！
い
が
っ
子
応
援
プ
ラ
ン
」
で
は
、
平
成

26
年
度
に
18
ヵ
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

働
く
女
性
が
増
え
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立

の
た
め
に
全
学
校
区
に
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

設
置
を
早
急
に
進
め
て
く
だ
さ
い
。

全
小
学
校
の
う
ち
、
約
半
分
の
設
置
状
況
で

す
。
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
就
労
支
援
も
兼
ね

て
お
り
、
子
育
て
支
援
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

１
校
区
に
必
ず
１
ヵ
所
以
上
必
要
だ
と
認
識
し

て
い
ま
す
の
で
、
逐
次
進
め
ま
す
。

基
本
的
に
維
持
管
理
は
地
元
で
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
獣
の
捕
獲
は
猟
友
会
に
委
託

し
て
い
ま
す
が
、
猟
友
会
会
員
確
保
の
た
め
、

国
の
補
助
事
業
を
利
用
し
、
狩
猟
免
許
取
得
の

た
め
の
初
心
者
講
習
会
費
用
の
助
成
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
県
の
大
型
捕
獲
檻
設
置
事
業
に

協
力
し
、
伊
賀
市
と
猟
友
会
協
同
で
捕
獲
に
よ

る
個
体
数
調
整
に
の
り
だ
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す
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指
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訪
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指
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や
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ネ
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業
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一
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し
た
途

切
れ
の
な
い
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と
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い
ま
す
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提
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場
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商
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催
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イ
ベ
ン
ト
等
に
積
極
的
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を
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に
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１
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ヵ
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逐

次
進
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す
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獣
害
対
策
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獣
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柵
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維
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友
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託
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名
張
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ボ
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し
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伊
賀
市
の
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子
化
対
策
は

答答
「
ネ
ウ
ボ
ラ
」
に
類
似
し
た
事
業
は

実
施
し
て
い
ま
す

※

ネ
ウ
ボ
ラ…

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
妊
娠
期
か
ら

就
学
前
ま
で
の
支
援
活
動
に
取

り
組
む
組
織
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化
計
画
と

人
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教
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一
般
質
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生
中 

正
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議
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一 般 質 問一 般 質 問

質問項目
●
庁
舎
整
備
事
業

●
校
区
再
編
計
画

中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
で
は
、「
く
ら
し
と

に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
と
し
、

ひ
と
が
集
い
、
歩
き
、
に
ぎ
わ
う
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。
市
役
所
を
移
転
す
る
と
、

に
ぎ
わ
い
が
な
く
な
る
と
言
い
ま
す
が
、
こ
の

地
は
文
化
交
流
、
観
光
が
中
心
と
な
る
商
業
の

集
積
地
で
す
。
図
書
館
や
美
術
館
等
を
、
市
民

や
観
光
客
が
交
流
で
き
る
場
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
既
存
の
観
光
資
源
を
活
か
し
な
が

ら
官
民
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

人
材
育
成
、
組
織
の
活
性
化
の
面
で
、
そ
の

効
果
が
期
待
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
緊
張
感
を

も
っ
て
仕
事
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
に
な
る
も

の
で
、
人
事
制
度
と
し
て
重
要
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
本
年
度
の
人
事
制
度
検
討
委
員
会
で

取
り
あ
げ
て
い
ま
す
。
他
の
人
事
制
度
と
調
整

を
図
り
、
よ
り
良
い
人
事
制
度
を
築
い
て
い
き

ま
す
。

小
・
中
学
校
の
通
学
路
の
危
険
箇
所
を
２
年

前
に
大
幅
に
改
善
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

い
ま
だ
に
不
十
分
な
箇
所
が
多
く
、
児
童
・
生

徒
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

実
際
に
危
険
箇
所
を
見
て
回
り
、
ラ
ン
ク
付

け
を
す
る
な
ど
し
て
、
最
重
要
箇
所
を
優
先
的

に
改
善
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
今
後

の
改
善
計
画
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
都
度
、
建
設
部
局
、
警
察
等
と
連
携
を

と
り
、
対
応
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
で
の
登
下
校
時
の
安
全
指
導
や

安
全
サ
ポ
ー
タ
ー
の
配
置
に
加
え
、
ハ
ー
ド
面

の
改
善
も
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
予
算
面
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ど

こ
が
危
険
で
、
ど
こ
が
最
優
先
箇
所
な
の
か
を

把
握
し
、
児
童
・
生
徒
の
安
全
を
第
一
に
考
え

て
危
険
個
所
を
改
善
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

市
民
運
動
に
よ
る
「
住
民
投
票
条
例
」
に
批

判
的
で
あ
っ
た
市
長
が
、
議
会
か
ら
の
「
位
置

条
例
」
の
要
望
に
は
応
え
ず
、
な
ぜ
「
住
民
投

票
条
例
」
を
上
程
さ
れ
た
の
で
す
か
。

署
名
さ
れ
た
約
７
千
人
の
思
い
を
無
視
で
き

ま
せ
ん
。
消
極
的
で
す
が
救
済
措
置
で
あ
り
ま

す
。消

極
的
に
位
置
を
問
う
住
民
投
票
を
さ
れ
る

よ
り
、
同
額
の
３
千
５
０
０
万
円
で
市
長
選
を

行
い
、
自
ら
の
施
策
を
訴
え
ら
れ
る
こ
と
が
、

真
の
民
意
を
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

「
ヤ
メ
ロ
コ
ー
ル
」
を
さ
れ
る
の
な
ら
、
不
信

任
案
を
出
さ
れ
れ
ば
よ
く
、
私
の
方
か
ら
や
め

る
理
由
は
一
向
に
あ
り
ま
せ
ん
。

問問答答

問問

中
心
市
街
地
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
に

問問答答
管
理
職
に
昇
格
・
昇
任
試
験
制
度
の

導
入
を

人
事
制
度
と
し
て
重
要
な
こ
と

小
・
中
学
校
の
通
学
路
の
危
険
箇
所

に
つ
い
て

答答
最
重
要
箇
所
を
把
握
し
順
次
対
応
し

ま
す

問問答答
な
ぜ
「
位
置
条
例
」
よ
り
「
住
民
投

票
条
例
」
か

市
民
の
声
を
無
視
で
き
ま
せ
ん

問問答答
職
を
辞
し
て
再
度
「
信
」
を
問
わ
れ

て
は

や
め
る
理
由
は
あ
り
ま
せ
ん
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４
月
21
日
に
、
上
野
総

合
市
民
病
院
の
現
地
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
院
長
な

ど
か
ら
市
民
病
院
の
現
状

に
つ
い
て
近
年
の
患
者
数
、

手
術
件
数
、
病
院
事
業
収

益
等
の
推
移
に
つ
い
て
具

体
的
な
説
明
を
受
け
る
と

と
も
に
、
受
付
窓
口
の
様

子
や
新
し
く
導
入
さ
れ
た

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
（
電

子
カ
ル
テ
）
の
運
用
状
況

等
に
つ
い
て
、
現
場
の
担

当
者
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　
６
月
13
日
に
は
、
伊
賀

医
師
会
と
の
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
現
在
、
国

は
地
域
の
包
括
的
な
支
援
・

サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
（
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
）
の
構

築
を
推
進
し
て
お
り
、
出
席
者
か
ら
地
域
医
療
の
現
状
と

課
題
、
基
幹
病
院
と
し
て
の
市
民
病
院
の
あ
り
方
な
ど
に

つ
い
て
率
直
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
地
域
医
療
の
充
実
に
向
け
て
情
報
を
共
有
し
、

調
査
研
究
に
取
り
組
み
ま
す
。

◎
北
出
忠
良
　
○
近
森
正
利
　
田
中
　
覚
　
森
川
　
徹
　

百
上
真
奈
　
　
木
津
直
樹
　
森
　
正
敏
　
安
本
美
栄
子

◎
リ
ー
ダ
ー
　
○
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー

　
５
月
21
日
に
、
観
光
戦
略
課
及
び
文
化
交
流
課
よ
り
、

次
の
各
事
業
の
報
告
や
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
説

明
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ

に
対
す
る
質
問
等
を
行
い
ま

し
た
。

・
伊
賀
上
野N

IN
JA

フ
ェ
ス

タ
２
０
１
４
の
総
括
に
つ

い
て

・
着
地
型
観
光
事
業
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て

・
芭
蕉
翁
生
誕
３
７
０
年
記
念

事
業
に
か
か
る
観
光
施
策

に
つ
い
て

◎ 

岩
田
佐
俊
　
○
赤
堀
久
実
　
嶋
岡
壯
吉
　
福
田
香
織
　

田
山
宏
弥
　
　
空
森
栄
幸
　
前
田
孝
也
　
中
岡
久
徳
　

            

◎
リ
ー
ダ
ー
　
○
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー

　
5
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
第
90
回
全
国
市
議
会
議

長
会
定
期
総
会
に
お
い
て
、
３
名
が
永
年
勤
続
表
彰

を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
全
国
市
議
会
議
長

会
表
彰
規
定
に
よ
り
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
４
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
第
97
回
東
海
市

議
会
議
長
会
定
期
総
会
に
お
い
て
も
同
様
の
表
彰
が

あ
り
ま
し
た
。
　

　
　議
員
永
年
勤
続
15
年
以
上
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　岩
田
佐
俊

　議
員

　
　議
員
永
年
勤
続
10
年
以
上
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　森

　正
敏

　議
員

　
　
　
　
　
　
　
　北
出
忠
良

　議
員

　
な
お
、
第
90
回
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
に

お
い
て
空
森
栄
幸
議
員
が
全
国
市
議
会
議
長
会
理
事

と
し
て
会
務
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
の
活
動
報
告

議
会
の
活
動
報
告

議
会
の
活
動
報
告

市
民
病
院
の
現
地
調
査
、
医
師

会
と
の
意
見
交
換

伊
賀
市
の
観
光
戦
略
の
現
状
は

議
員
永
年
勤
続
表
彰
授
与

地
域
医
療
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

観
光
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
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政治家の寄附は禁止　有権者が求めることも禁止　政治家の寄附は禁止　有権者が求めることも禁止　政治家の寄附は禁止　有権者が求めることも禁止　
●暑中見舞状や年賀状等の挨拶状を出すこ
と。（自筆のものは除きます）
●お中元やお歳暮などを贈ること。
●地域の集会や催物への寸志や差入れなど。
●議員が出席しない祝儀や香典など。
●初盆のお供えや葬儀の供花。

公職選挙法により、議員
は次のことが禁止されて
います。市民の皆さんの
ご理解をお願いします。

■
交
付
の
趣
旨

政
務
活
動
費
は
、
地
方

自
治
法
の
定
め
に
よ
り
条

例
に
基
づ
い
て
、
議
員
が

行
う
調
査
研
究
そ
の
他
の

活
動
の
た
め
に
必
要
な
経

費
の
一
部
と
し
て
交
付
さ

れ
た
も
の
で
す
。

■
交
付
対
象
と
額

請
求
の
あ
っ
た
議
員
に

月
額
２
万
円
を
、
４
・
10

月
に
そ
れ
ぞ
れ
半
年
分
一

括
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
報
告

議
員
は
、
定
め
ら
れ
た

使
途
基
準
に
従
っ
て
、
領

収
書
等
の
証
拠
書
類
を
添

付
し
、
収
支
報
告
書
を
議

長
に
提
出
し
ま
す
。

■
返
還

交
付
額
を
全
て
使
わ
な

か
っ
た
場
合
は
、
残
額
を

返
還
し
ま
す
。

贈らない

求めない 受取らない

25
年
度
支
出
さ
れ
た

政
務
活
動
費
を

報
告
し
ま
す

25
年
度
支
出
さ
れ
た

政
務
活
動
費
を

報
告
し
ま
す

議 員 交 付 額
（円）

支 出 額
（円）

返 還 額
（円）

調査研究費
（調査研究に
関する経費）

研 修 費
（研修会等に
参加する経
費）

資料作成費
（資料を作成
する経費）

資料購入費
（図書や資料
等を購入す
る経費）

事務所費
（事務所の管
理、備 品 購
入に要する
経費）

赤堀　久実
市川　岳人
嶋岡　壯吉
田中　　覚
福岡　正康
福田　香織
森川　　徹
生中　正嗣
稲森　稔尚
上田　宗久
近森　正利
中井　洸一
中谷　一彦
百上　真奈
木津　直樹
田山　宏弥
森　　正敏
北出　忠良
空森　栄幸
前田　孝也
岩田　佐俊
安本美栄子
森岡　昭二
合　　計

240,000
240,000
240,000
240,000
240,000
240,000
240,000
240,000
240,000
240,000
240,000
240,000
240,000
240,000
240,000
240,000
240,000
240,000
240,000
240,000
240,000
240,000
240,000
5,520,000

93,635
21,860
240,000
240,000
140,523
139,520
240,000
134,807
240,000
133,635
158,498
234,113
231,158
183,490
240,000
240,000
160,442
235,043
240,000
240,000
236,933
240,000
2,471

4,266,128

146,365
218,140

0
0

99,477
100,480

0
105,193

0
106,365
81,502
5,887
8,842
56,510

0
0

79,558
4,957

0
0

3,067
0

237,529
1,253,872

0
0

10,240
267,325
42,070
74,100
215,750
74,100
54,020
74,100
7,900

171,650
7,900
51,000
205,710
213,193
74,860
213,193
191,890

0
213,193
10,240

0

44,580
0

185,005
11,320

0
3,660

0
0

96,830
0

75,080
0

148,540
98,200
51,300

0
0
0
0

138,710
0

217,780
0

広 報 費
（活動を住民
へ報告する
ための経費）

0
0
0

11,000
5,000

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

11,000
0

39,327
0

2,400
10,238
15,960
37,320

0
21,882
19,430
35,910
20,630
15,960

0
0
0
0
0

21,850
0

65,944
23,740
31,507
1,042

9,728
21,860
44,775

0
25,163

0
0

9,600
36,345
23,625
9,628
33,501
74,718
34,290

0
41,450
13,910

0
54,400

0
0
0

1,429

0
0
0
0

52,330
24,440
30,977
29,225
35,000

0
45,260
13,002

0
0
0
0

71,672
0
0

37,800
0

31,466
0

政務活動費 議員別収支報告書（平成25年4月1日～平成26年3月31日）
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議会だよりに関するご意見をお寄せください。

（平成 26年 7月 18日現在）

※出席議員が変更する場合がありますので、ご了承下さい。なお、3・4班は 10月の議会報告会の開催予定がありません。

議会報告会は、市民の皆さんと議員が情報や意見を交換する機会として実施しています。ここでいただい
たご意見等は議長に報告し、市行政に対する提言等で政策的なものは市長宛に報告しています。また、各地
区で開催された報告会の内容は市議会ホームページに掲載しています。
10月は下表の日程を予定していますので、皆様のご参加をお待ちしています。

発行：伊賀市議会
編集：伊賀市議会広報委員会

 0595－22－9687 gikai@city.iga.lg.jp
 0595－24－7901 http://www.city.iga.lg.jp
TEL
FAX

E-mail
ホームページ

議会の会議は、どなたでも傍聴することが
できます。市民の皆さんが選んだ議員の活動
や市政の動きを知るためにも、ぜひ、傍聴に
お越しください。
●手話通訳による傍聴を希望される方は、
一般質問初日の3日前までに市議会事務
局に申し出てください。
　　　　（対象となる会議･･･一般質問）
●議場傍聴席に「磁気誘導ループ」装置も
設置しております。
●車椅子での傍聴もできます。
本会議等の模様は、午前10時からケーブル
テレビでも生中継しています。

（再放送は午後７時から）

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか 

９月２日（火）本会議（開　　会）　
８日（月）本会議（一般質問）　
９日（火）本会議（一般質問）
10日（水）本会議（一般質問）
11日（木）本会議（一般質問）
12日（金）決算常任委員会
16日（火）決算常任委員会
17日（水）予算常任委員会
18日（木）各常任委員会
19日（金）各常任委員会
25日（木）本会議（閉　　会）

平成26年9月定例会日程（予定）平成26年9月定例会日程（予定）平成26年9月定例会日程（予定）

※上記日程は、変更になる場合もあります。

10月の議会報告会にお越しください10月の議会報告会にお越しください10月の議会報告会にお越しください

班 議員名（◎班長） 地区名 開催日 時　間 場　　所

2 ◎生中、市川、百上、前田 矢持 10月 6日(月) 19：30 矢持地区市民センター

6 ◎北出、福田、中井、森岡 久米 10月10日(金) 19：30 久米地区市民センター

5 ◎近森、福岡、森、中岡 上津 10月15日(水) 19：00 上津地区市民センター

5 ◎近森、福岡、森、中岡 玉滝 10月17日(金) 19：00 玉滝地区市民センター

1 ◎中谷、赤堀、森川、空森 高尾 10月18日(土) 19：00 岳の里会館

5 ◎近森、福岡、森、中岡 小田 10月20日(月) 18：00 小田地区市民センター

庁舎整備に関する住民投票は
8月24日㈰が投票日です！
《 期日前投票:8月16日㈯～8月23日㈯ 投票時間:午前8時30分～午後8時 》
今後の庁舎整備に関わる大事な投票です。ぜひ投票に行きましょう。

投票時間：午前７時～午後７時




